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案 内 図 

国土地理院発行 国土電子ポータルから転写加筆 

図-1 案内図

N 

敷地A 

敷地B 



ま え が き 

本報告書は、長崎市役所の発注による、「新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託」

について、とりまとめたものである。 

本業務では、長崎市戸石町地内における新東工場新設工事に際し、基準点測量・現地測量・

路線測量及び地質調査を実施し、その成果をもとに、造成計画平面図、標準断面図、鳥瞰図の

作成及び数量計算を行い、概算工事費を算出したものである。 

なお、本業務の遂行にあたり、ご指導、ご協力をいただいた関係各位に対し、厚く感謝の意

を表します。 

平成30年 10月 

株式会社ウヱノ 

長崎県長崎市宿町163番地6 

代表取締役  上野 英剛 

電話番号：(095)832-0222 

管理技術者：戸屋 文雄 

     担当技術者：山田 達也 
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業 務 概 要 

（1）業務番号 ： 第33302004号 

 

（2）業 務 名 ： 新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託 

 

（3）業務場所 ： 長崎県長崎市戸石町地内（巻頭図-1．案内図 参照） 

 

（4）業務期間 ： 自）平成 30年   6月 19日 

           至）平成 30年  10月 12日 

 

（5）業務目的 ： 本業務は、新東工場新設工事に際し、造成計画平面図、標準断面図、

鳥瞰図の作成及び概算工事費を算出するために、基準点測量・現地測

量・路線測量及び地質調査を実施した。 

 

（6）業務内容 ： 測量業務 

敷地Ｂ 

現地測量（作業計画） 1/200 丘陵地 原野  1.0業務 

作業計画 路線測量              1.0業務 

4級基準点測量 （丘陵地 原野 伐採有り）  12.0点 

現 地 測 量 （1/200 丘陵地 原野   ）  0.022km2 

現 地 踏 査 （丘陵地 原野0～1000台未満） 0.27km 

伐採 路線測量 （丘陵地 原野0～1000台未満） 0.27km 

横断測量 路線測量（丘陵地 原野0～1000台未満  

曲線数0測点間隔20ｍ 幅145ｍ以上155ｍ未満） 0.12km 

横断測量 路線測量（丘陵地 原野0～1000台未満  

曲線数0測点間隔20ｍ 幅115ｍ以上125ｍ未満）  0.15km 

設計業務 

概算工事費 （敷地Ａ・敷地Ｂ）       計2.0箇所 

鳥瞰図作成 （敷地Ａ・敷地Ｂ）       計2.0箇所 

打合せ協議  （着手時、中間1回、納入時）    1.0業務 

地質調査業務 

地中レーダ調査 

報文執筆  （地中レーダ）          1.0業務 

現地踏査資料検討（敷地Ａ4箇所、敷地Ｂ8箇所）   12.0箇所 

解 析 費   （敷地Ａ4箇所、敷地Ｂ8箇所） 12.0箇所 

測 定 費   （敷地Ａ4箇所、敷地Ｂ8箇所） 12.0箇所 

測線設定    （敷地Ａ4箇所、敷地Ｂ8箇所） 12.0箇所 

ボーリング調査 

資料整理とりまとめ （解析等調査業務）    1.0業務 

断面図等の作成   （解析等調査業務）    1.0業務 



 

 

土質ボーリング（機械ボーリング）ｵｰﾙｺｱﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ 

孔径66mm 礫混じり土砂 深度50ｍ以下 鉛直下方  1.4ｍ 

岩盤ボーリング（機械ボーリング）ｵｰﾙｺｱﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ 

孔径66mm 軟岩 深度50ｍ以下 鉛直下方      34.6ｍ 

標準貫入試験（地質調査）軟岩          9.0回            

 

（7）発 注 者 ： 長崎市 土木部 土木建設課 

 

（8）受 注 者 ： 株式会社 ウヱノ 

長崎県長崎市宿町163番地6 

TEL 095-832-0222 

FAX 095-832-0221 
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1. 実施概要 

 

  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1－1. 作業地区及び作業量 

 
  



                          
1─1 作業地区及び作業量 

１．作業地区：長崎市 戸石町 地内 
２・作 業 量：現地測量 （作業計画）          1.0業務 

作業計画  路線測量            1.0業務 
４級基準点 丘陵地 原野 伐採有り     12.0点 
現地測量  1/200（丘陵地）原野      0.022km2 
現地踏査  路線測量 丘陵地 原野    0.27km 
伐 採   路線測量 丘陵地 原野    0.27ｋｍ 
横断測量  路線測量 丘陵地 原野    0.12ｋｍ 

測点間隔 20ｍ 幅 145ｍ以上 155ｍ未満 
横断測量  路線測量 丘陵地 原野    0.15ｋｍ 

測点間隔 20ｍ 幅 115ｍ以上 125ｍ未満 
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1－2. 4級基準点測量  



 

1─2 4級基準点測量 

目   的：既知点に基づき、新点である基準点の位置を定める作業である。 

使 用 機 器： 2級トータルステーション ﾆｺﾝ・ﾄﾘﾝﾌﾞﾙ Nivo5.H No.C510422 

測 量 方 法： 単路線方式 

 
 

 

観測の実施：  下記の基準で観測を行った。 

 

出典：作業規程の準則（国土交通省） 
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観測値の許容範囲： 許容範囲を超えた場合は、再測する。 

          許容範囲は、次表を標準とした。

 
出典：作業規程の準則（国土交通省） 

点検計算の許容値： 許容範囲を超えた場合は、再測する。 

         許容範囲は、次表を標準とした。 
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1－3. 路線測量



1─3 路線測量 

作業計画

資料の収集、計画路線の踏査、作業方法、作業工程、作業班編成、使用機材など

を計画準備する。

現地踏査

測量の目的を十分に理解し、作業の要点を調整する。基準点、水準点等の

異常の有無を調査する。 

横断測量 

2級トータルステーションを用いて、中心杭等を基準として地形の変化

点等の距離及び地盤高を定め、横断面図データファイルを作成する。
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1－4. 現地測量  



 

1─4 現地測量 

 
使用基準点 ：基準点又はＴＳ点に基づいて実施した。 

測 量 範 囲：設計図書の範囲とした。 

使 用 機 器：2級トータルステーション ﾆｺﾝ・ﾄﾘﾝﾌﾞﾙ Nivo5.H No.C510422 

測 量 方 法：・基準点又はＴＳ点にトータルステーションを整置し、地形、地物

等を測定し、数値地形図データを取得する。 

      ・オフライン方式で行う。この方式は、現地でデータ取得だけを行

い、その後取り込んだデータコレクタ内のデータを図形編集装置に

入力し、図形処理を行う方式である。 

      ・基準点だけで細部測量を行えない場合は、ＴＳ点を設置する。 

      ・地形、地物等の測定は、次表を標準とした。 

 

出典：作業規程の準則（国土交通省） 
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1－5. 精度管理  



 
1─5 精度管理 

測量の正確さを確保するため、適切な精度管理を行い、この結果に基づいて精度管

理表を作成し、これを提出する事とした。 
 
点検測量率は、次記を標準とした。 

4級基準点測量・・・・・5％ 
路 線 測 量  ・・・・・5％ 
現 地 測 量  ・・・・・2％ 

出典：作業規程の準則 解説と運用（日本測量協会） 
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1－6. 実施体制  



 
1─6 実施体制 

 
主任技術者：戸屋 文雄（測量士）作業計画の立案、工程管理及び精度管理を統括する。 
作業班長 ：山田 達也（測量士）測量計画に従って観測、計算、編集等を行う。 
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1－7. 安全管理  



 
1─7 安全管理 

ⅰ） 測量業務の実施に際しては、測量業務関係者だけでなく、付近住民、通行者、

通行車両等の第三者の安全を確保した。 

ⅱ） 屋外で行う測量業務の実施に当たり、事故等が発生しないよう測量業務関係者

に安全教育の徹底を図り、指導、監督を行った。 

① 用具の点検及び災害防止の対応 

② 自動車の安全運転及び運行管理、駐車場所の徹底 

③ 労務者等への安全管理の徹底 

④ 携帯電話の携行と緊密な連絡 

⑤ 安全帽、安全服、安全靴の必着 

⑥ 転落・墜落・道具の落下等の防止処置 

⑦ 第三者への危険防止  

⑧ 伐採した立木等を野焼きしてはならない。産廃として処理する。 

⑨ 喫煙等の場所を指定し、指定場所以外での火気の使用を禁止する。 
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1－8. 成果品  



 

1─8 成 果 品 

 
測量種別 測量項目 成果品項目 備 考 

基準点測量 ４級基準点測量 

観測手簿  
観測記簿  
計 算 簿  
平 均 図  
基準点成果表  
点 の 記  
基準点網図  
精度管理表  

測量標の地上写真  
点検測量簿  

地形測量 現地測量 
数値地形図データファイル  

精度管理表  

応用測量 
路線測量 
（横断測量） 

観測手簿  
計 算 簿  

横断面図データファイル  
精度管理表  
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長崎市 土木部 土木建設課

業 務 名

図 面 名

縮 尺

設 計 年 月 日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

履行場所

図面番号

平成30年度

長崎市 戸石町 地内

新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

敷 地 Ｂ  平 面 図
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1. 業務数量 

 

  



 

1．業 務 数 量 

  今回の業務で実施した数量は、表1.1に示すとおりである。 
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２. 地形・地質概要 

 

  



 

 

 

 

 

2－1. 地 形 概 要 

 
  



 

2．地形・地質概要 

2.1 地 形 概 要 

調査地である長崎市戸石町は、長崎市の東部付近にあり、調査地は長崎自動車道「長崎

多良見IC」の南方約4.6km付近（長崎市東工場敷地内）に位置する。 

調査地の北方には普賢岳（標高439m）・行仙岳（標高456.2m）・船石岳（標高451.3m）や

松尾岳（標高395m）を高峰とする中起伏山地があり、調査地周辺は標高100m程度以下の小

起伏山地が形成される。調査地一帯は、切土・盛土により造成された人工改変地で、宅地

開発された住宅等が多く認められる。また、調査地の北～東側には戸石川やその支流によ

り形成された樹枝状の谷底低地が分布する。 

調査地周辺の空中写真を図2.1-1に示す。 

 

 
図2.1-1 調査地周辺の空中写真（○：調査地） 
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敷地B 
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2－2. 地 質 概 要 

 
  



 

2.2 地 質 概 要 

調査地周辺の地質は、基盤岩として古第三紀の堆積岩類（諫早層群）が分布するが、こ

れらの堆積岩類は長崎火山岩類（豊肥系火山岩類）により厚く覆われる。 

東長崎の八郎川以東においては、角閃石安山岩（時に黒雲母を含む）で構成された溶岩

円頂丘である普賢岳・行仙岳・船石岳・井樋ノ尾岳・佐田岳・飯盛山・八天岳などが集ま

って分布している。調査地は、諫早層群・毛屋層の分布域にあたり、毛屋層は主に厚層理

で白～灰白色の細粒砂岩からなり、部分的に頁岩の薄層を頻繁に挟み、互層状を呈する。 

長崎県の地質系統表を表2.2-1に、調査地周辺の地質図を図2.2-1に示す。 

 
表2.2-1 長崎県地質系統表 

（出典「長崎の地すべり」(社)長崎県林業コンサルタント） 
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図2.2-1 調査地周辺地域の地質図【出典「土地分類基本調査図－5万分の1表層地質図(長崎)」】 
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３. 調 査 方 法 

 

  



 

 

 

 

 

3－1. 調査ボーリング方法 

 
  



 

3．調 査 方 法 

3.1 調査ボーリング方法 

（1） 調査ボーリング位置 

調査ボーリング位置は、図 3.1-2「調査位置平面図（敷地 B）」に示すとおりで、各ボ

ーリング地点の測量成果を表3.1-1に示す。 

 
表3.1-1 ボーリング位置測量成果一覧 

孔番 調査対象 
孔口標高 

(m) 

掘削深度 

(m) 
Ｘ座標 Ｙ座標 

Bor.No.1 

切土造成 

66.45 4.00 -25425.2110 43952.6960 

Bor.No.2 68.00 4.00 -25488.4415 43954.1005 

Bor.No.3 切土法面 90.68 28.00 -25460.7269 44067.3781 

 
（2） 調査ボーリング方法 

（ⅰ）機材の搬入 

作業機材は、クレーン付きの 2t トラックで現地へ搬入し、運搬機（No.1 地点，No.2

地点）もしくはモノレール（No.3 地点）等の現場内小運搬により、足場材やボーリング

機材等を調査地点へ搬入した。 

 

（ⅱ）ボーリング調査掘り止め深度 

  a)切土造成箇所 

N値50以上の岩盤（軟岩相当）を3m程度確認し、監督職員との協議により、その指

示に従って検尺を行い完了とした。 

b)切土法面箇所 

計画造成面下3m以上かつN値50以上の岩盤（軟岩相当）を3m程度以上確認し、監

督職員との協議により、その指示に従って検尺を行い完了とした。 

 

（ⅲ）ボーリング作業 

ボーリング作業は、ロータリーボーリングマシン（ハイドロリックフィード式）を使

用して行った。孔壁保護にはケーシングパイプを用いた。 

調査ボーリングの概略・原理などを、表3.1-2に示す。 
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表3.1-2 ボーリング掘進概念図表 
 

ロータリーボーリング（ハイドロリックフィード式） 
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設 

 

 

概 
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図 

 

 

   

 
 

方

法 

ビットの回転によって土や岩を掘削する。給圧は油圧で与えられる。 

切り屑（スライム）は清水、泥水、あるいはミストなどによって孔外に排除される。 

利 

用 

連続試料の採取を目的としたコアボーリングと、試料を採取しないノンコアボーリングがあ

る。標準貫入試験を始めとする原位置試験類や物理検層、地下水位観測や動態観測などに利用

される。 

そ

の

他 

硬質岩にはダイヤモンドビットを使うなど、掘削対象物に応じてビットを交換する。ボーリン

グ孔径も目的に応じて設定できる。地質調査はφ66mm、もしくはφ86mmが一般的である。 

孔壁保護は、ケーシングパイプや泥水によって行った。清水や泥水は切り屑（スライム）を沈

殿させた後、循環して使用した。 
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3－2. 標準貫入試験方法 

 

  



 

3.2 標準貫入試験方法 

標準貫入試験は、日本工業規格（JIS A 1219）に基づいて、深度1mごとに実施した。 

標準貫入試験の概略・原理などを表3.2-1に示す。 

 

表3.2-1 標準貫入試験概念図表 

標準貫入試験（JIS A 1219 ） 

試 

 

 

験 

 

 

装 

 

 

置 

 

 

概 

 

 

念 

 

 

図 

 
 

方 
法 

ロッドをつないで標準貫入試験用サンプラーをボーリング孔底に降ろし、質量63.5±0.5kg
のハンマーを76±1cmの高さから自由落下させ、地盤の貫入抵抗を測定する。 
試験は15cmの予備打ち、30cmの本打ちを行い、30cmの本打ちの打撃回数をN値とする。 
合わせて土質試料を採取できる。 

利 
用 

N値から土砂地盤の硬軟、締まり具合を判定し、地盤定数の推定や支持力の算定を行う。 
また採取された試料で土を判別、分類し、土質柱状図や土質断面図を作成する。 

そ
の
他 

あらゆる土質に適応できるが、砂礫や玉石では礫障害による高N値になる場合が多いので、
N値を吟味する必要がある。また軟弱な粘性土ではN値＝0となり、微細な判定はできない。
N値が50回を越える場合は、一般的には50回の打撃で打止めにする。試験は1mごとに行
われる場合が多い。 

 

アンビル 

半自動落下装置 

アンビル 

(φ以外) 

アンビル 
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なお、標準貫入試験から得られるN値は、 

砂質土の場合 ・・・ 土のせん断抵抗角 φ 

     粘性土の場合 ・・・ 土の粘着力C（一軸圧縮強度 qu ） 

等の推定に利用されている。 

 

また、N値と砂のせん断抵抗角の関係については表3.2-2が、N値と粘土のコンシステン

シーおよび一軸圧縮強さの関係については表3.2-3が参考にされている。 

 

表3.2-2 N値と砂の内部摩擦角の関係 

emax－ e

emax－ emin ペックによる マイヤーホフによる

0～4 非常に緩い（very loose） 28.5以下 30以下

4～10 緩い（loose） 28.5～30 30～35

10～30 中位の（medium） 30～36 35～40

30～50 密な（dense） 36～41 40～45

50以上 非常に密な（very dense） 41以上 45以上

N値 相対密度（relative density）Dr =

0.6～0.8

0.8～1.0

0.0～0.2

0.2～0.4

0.4～0.6

せん断抵抗角φ（゜）

 
〔(社)地盤工学会「地盤調査の方法と解説」平成25年,p305より抜粋〕 

 

 

 

表3.2-3 N値と粘土のコンシステンシーおよび一軸圧縮強さの関係 

非常に軟らかい 軟らかい 中位の 硬い 非常に硬い 固結した

2以下 2～4 4～8 8～15 15～30 30以上

qu
(kN/m2)

｛kgf/cm2｝

25以下
｛0.25以下｝

25～50
｛0.25～0.5｝

50～100
｛0.5～1.0｝

100～200
｛1.0～2.0｝

200～400
｛2.0～4.0｝

400以上
｛4.0以上｝

コンシステンシー

N　値

 
 〔(社)地盤工学会「地盤調査の方法と解説」平成25年,p308より抜粋〕 
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3－3. 地中レーダ探査方法 

 
  



 

3.3 地中レーダ探査方法 

地中レーダ探査の測定位置は、図3.1-1「調査位置平面図（敷地A）」および図3.1-2「調

査位置平面図（敷地B）」に示すとおりである。 

3.3.1 地中レーダ探査の目的・原理 

地中レーダ探査は、一般の道路の上からアンテナを走査することにより、容易に地中

の情報を非破壊で得ることの出来る探査方法である。 

地中レーダ探査でどのようなものが判明するのか、主目的を以下に示す。 

・空洞の有無 
・道路路盤下のゆるみ 
・既設の埋設管の位置 
・地中のコンクリート基礎の確認 
・造成地下の廃材の有無 ←今回の調査目的 
・防空壕の位置 
・不発弾 
・遺跡調査 

 
また、道路上以外でも応用することにより様々に適応範囲が広がる。 

・トンネル背面の空洞・ゆるみ 
・コンクリートの亀裂 
・構造物の配筋 
・貯水槽などの劣化 

 

地中レーダ探査の原理は、地中に向けて発射された電磁波が、地中の地層境界・地質

構造変化面・埋設物などといった、誘電率などの電気的性質の異なる部分で反射・屈折

し、地上に戻ったエネルギーの一部を捕らえることにより、地中の構造を知ろうとする

ものである。一般に低周波数の電磁波ほど、地中の物質に散乱させられずに地中深くま

で浸透させることができる。地中レーダ探査の模式図を図3.3-1に示す。 

図3.3-1 地中レーダ探査の模式図 
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3.3.2 探査範囲の目安と探査目的 

地中レーダ探査には限界がある。レーダとは、電磁波を地中に送ってその反射波を収

録するため、目的地盤などの電磁波の伝播難易度で探査深度が決定される。 

周波数の異なる数種類のアンテナの探査範囲の目安を表 3.3-1 に示す。探査範囲の目

安は、土質状況により誘電率が変動するため、あくまで目安として考慮する必要がある。 

 
表3.3-1 アンテナの探査範囲の目安一覧 

 

1,000200 400 600 800 2,0004.0 3,000

0.0

1.0

2.0

3.0

アンテナ周波数（MHz)

可
探
深
度
（
ｍ
）

地中レーダ探査 可探深度目安

 
 

※本調査で使用する GSSI 社の地中レーダ探査装置は中心出力固有周波数が一定ではなく、  

高周波域800MHzと低周波域300MHzの2帯域を有し、浅部は高周波数帯、深部は低周波数帯

による出力を融合させる表現も可能である。本調査では前述の処理を行っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地-12



 

探査可能深度を大きく左右する指標として、電流の流れやすさを示す物性である誘電

率がある。地中レーダ探査は、電磁反射物性を利用して行う調査であるため、誘電率は

重要な要素である。対象地盤並びに探査対象物にはそれぞれ固有の誘電率が存在する。 

○誘電率：conductivity 

電流の流れやすさを示す物質の電気特性のこと。比抵抗の逆数である。 

単位は（S/m）で、記号は通常 σ で表す。導電率、電気伝導率、伝導率と呼ばれるこ

ともある。誘電率および透磁率ともに、マスクウェルの電磁方程式における基本物性

である。従って、電磁法探査の理論に広く利用されるが、実際の探査結果では比抵抗

に換算されて表示されることが多い。地中レーダ探査においては信号の減衰に大きく

寄与する。液体の導電率は温度や塩分濃度と線形関係に当たるため、地表水や地下水

の特性として評価されることが多い。 

 

表3.3-2 通常の物質の誘電率 

物質 誘電率 速度（mm/ns） 

空気 1 300 

水（淡水） 81 33 

水（海水） 81 33 

極地の雪 1.4-3 194-252 

極地の氷 3-3.15 168 

温帯の氷 3.2 167 

純な水 3.2 167 

淡水湖の氷 4 150 

海水 2.5-8 78-157 

永久凍土 1-8 106-300 

海岸の砂（乾） 10 95 

砂（乾） 3-6 120-170 

砂（濡） 25-30 55-60 

シルト（濡） 10 95 

粘土（濡） 8-15 86-110 

粘土質土壌（乾） 3 173 

沼地 12 86 

農地 15 77 

牧草地 13 83 

平均的な土壌 16 75 

花崗岩 5-8 106-120 

石灰岩 7-9 100-113 

玄武岩（濡） 8 106 

頁岩（濡） 7 113 

砂岩（濡） 6 112 

石炭 4-5 134-150 

石英 4.3 145 

コンクリート 6-8 55-112 

アスファルト 3-5 134-173 

Reynolds, John M. 

1997 An Introduction to Applied and Environmental Geophysics, 

John Wiley & Sons, New York. 
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3.3.3 地中レーダ装置の概要 

地中レーダ探査装置の機器一覧を表3.3-3に示す。 

 

表3.3-3 地中レーダ探査機器一覧 

System Panasonic ToughBookR H2
Data Storage Internal Memory 128 GB SSD

Display Enhanced 10.1 XGA sunlight-readable LED, 1024 x 768 Dual Touch Display
Processor IntelR Core i5-2557M vPro

Ports USB 2.0, Ethernet and Serial
Batteries Hot-swappable Li-Ion battery packs (four total)

Operating Temperature  -28°C to 60°C (-20°F to 140°F)
Environmental IP65

Drop Spec MIL-STD-810G

Scan Rate  150 scans/sec at 512 samples/scan
Scan Intervals  50 or 100 scans/meter (15 or 30 scans/foot)
Output Data Resolution 32-bit

Operating Mode Survey wheel
Depth Ranges Five selectable ranges*
System Speed up to 600 kHz, 200 kHz per channel in North America

Data Collection Speed up to 10 km/h (6.25 mph)
Gain Manual or automatic, 1-8 gain points (-42 to + 126 dB)

Real-time Filters Stacking, Background Removal
Advanced Real-time Filter Signal floor tracking

 Linescan Mode: high frequency data only or low frequency data only displayed
Split Mode: high and low frequency data displayed in split screen view
Blend Mode: high and low frequency data combined in single view

Data Format RADAN (.dzt)
Diagnostic GPS and quality indicator status, battery, hard disk capacity

Number of Hardware Channels  2 (two)
Frequencies  300 and 800 MHz

Typical Range 4 m / 12 ft
Minimum/Maximum Range .5 m - 5 m (20 in - 16 ft)

Connectors Digital control, power, survey wheel, marker, serial RS232, accessory connector
GPS Data stored internally

Operating Temperature  -10°C to 50°C (14°F to 122°F)
Weight  5 kg 

Dimensions  33.5 x 31 x 15 cm
Environmental IP65

 4-wheel compact survey cart
. Internal, integrated survey wheel encoder
. Removable, 13-inch wheels
. Compact, weather resistant design
. Antenna centerline to front of cart: 38.2 cm

Dimensions  61.7 x 100 x 102.4 cm
 21.7 kg 
Total System Weight: ≒29.0 kgWeight

GSSI :www.geophysical.com Geophysical Survey Systems, Inc. From USA

Controller

GSSI System Software

Cart

Display Mode

Digital Dual Frequency Smart Antenna

Model 652
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3.3.4 地中レーダ測定方法 

測定対象となる地盤上に、ほぼ直線になるように測線を設定する。その際、探査目的

とする物体の分布状況が分からない場合や、広い範囲を対象とする場合には一定間隔に

測線をメッシュに配置する。また、対象物が埋設管などである程度の既存のデータがあ

る場合は、その管上を直交するように測線を配置する。測定中にアンテナが地盤と密着

するように、なるべく平坦な場所が望ましい。アンテナを測定地盤上の地表面に置いて、

Gainの調整を行う。アンテナを動かしながら、測定器のDisplayにあらわれる反射波形、

反射画像を参考に何度か繰り返し適正Gainに設定する。Markしておいた測線の始点にア

ンテナの中心がくるように、アンテナを地表面にセットする。測線上を終点側にアンテ

ナをゆっくり走査して行く。終点のMarkにアンテナの中心が来たところで測定を終了す

る。図3.3-2に地中レーダ探査の概念図を示す。 

 

 
図3.3-2 地中レーダ探査測定概念図 
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3.3.5 反射画像解析 

アンテナから地下に向けて発射された電磁波（電波）が、伝搬媒体となる土や地層と

電気的性質の異なる物質にあたって反射する。その反射波が、再び地表に出て受振アン

テナに到達するとき、その往復時間から、反射物体までの距離（深度）を求め、アンテ

ナを地表面で移動することにより、平面上の位置が求まる。例えば埋設管、空洞、地下

水などの反射物体、または地層の境界面等を二次元の断面図で表現することができる。 

地中レーダ探査は、地下の浅層を高分解能で探査することを目的とするため、パルス

幅のきわめて短い数ns(ns(ﾅﾉｾｶﾝﾄﾞ)=10億分の１秒)のパルス送信波が必要とされる。 

本装置のアンテナは、電磁波を地下にのみ放射し、空中へは放射しないように、シー

ルドなどの処置が施されている。 

大地の比誘電率を εγとすると、空気中の電磁波の伝搬速度が 3×10
８m/s なので、地

下における電磁波の速度Vは、以下の式で求められる。 

 
8103V (m/s)                式(1) 

 

反射物体までの距離 D は，送信時刻と反射波の受信時刻の時間差Ｔから、以下の式で

求めることができる。 

 TVD
2
1

（ｍ）              式(2) 

 

電磁波探査（地中レーダ探査）により得られる反射波は、実際には波形として磁気記録

される。この記録波形を室内で処理することにより、アンテナ走査下部の地中を断面状

の可視記録として表示される。通常反射面の振幅が（－）→（＋）方向に黒→グレー→

白の画像で表示している。 
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図3.3-3 反射画像解析図 

 

地表面から放射された電磁波は、アンテナを中心にして深度の増加とともに円錐形状

に広がる。また反射波がもっとも強くあらわれるのは中心角 45°前後であると考えられ

ている。アンテナ直下から水平方向に、ある距離離れたアンテナの側方（周囲）に位置

している地中の物質が、あたかもアンテナ直下に位置しているように表現される場合が

ある。この場合には実際の深度よりも見かけ上深く表示される。逆に言えば、ひとつの

物質を対象として複数の測線で得られた反射画像のうち、最も浅く検出された位置にそ

の物質は存在する。 

 

図3.3-4 探査範囲および実測位置と見かけ上の位置 
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地中の深度ｄに球状の物質があり、アンテナがその直上を直線的に通過するとき、ア

ンテナの地表での各点（計測位置）で得られる反射走時ｔは次式のように表される。た

だし、ｘは地表の各点におけるアンテナと地中の物質との水平距離を、Ｖは電磁波の地

中の伝播速度を表す。 

V
xdt

2/122

2  

 

上式は下図の距離 ｘ＝０（物質の直上）を頂点とした双曲線を表している。 

つまり、電磁波探査（地中レーダ探査）により得られる反射画像は、地中の物質の形

状や大きさをそのまま表しているものではなく、このような双曲線状の虚像として表れ

る場合が多い。小さな物質の場合には特にその傾向が著しい。 

 

 
図3.3-5 波形形状のイメージ図 
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3.3.6 反射画像の解釈 

地中レーダ探査結果の画像記録は、断面画像として取得される。これはアンテナから

発信し、地中で反射して受信された電磁波の波形を、測点毎に並べて振幅の強弱に濃淡

を配したものである（図3.3-3参照）。 

反射画像において認められる代表的な反射画像の例を図3.3-6に示す。 

 

 
 

図3.3-6 地中レーダの典型的な反射パターン 
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４. 現 地 踏 査 

  



4．現 地 踏 査 

現地の露頭状況・地形状況および変状状況等を把握すべく、現地踏査を実施した。 

現地状況写真を以下に添付するとともに、現地踏査結果は図 4-1「現地踏査平面図」にと

りまとめた。 

 

 

P-1 

頁岩の露岩状況 

D～CL級岩盤 

走向傾斜 

N2°E－25°W 

 

 

P-2 

頁岩の露岩状況 

D～CL級岩盤 
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P-3 

砂岩頁岩互層 

の露岩状況 

CL～CM級岩盤主体 

頁岩（D～CL 級岩盤）

は剥離性があり、砂岩

よりも相対的に軟質。 

 

 

P-4 

砂岩頁岩互層 

の露岩状況 

D～CL級岩盤 

走向傾斜 

N30°W－25°W 

 

 

P-5 

砂岩頁岩互層 

の露岩状況 

D～CL級岩盤 

のり面勾配は1:0.8 程

度で、急崖状を呈する。 
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P-6 

ゴミの分布状況 

地表面に散在する 

 

 

P-7 

砂岩頁岩互層 

の露岩状況 

CL～CM級岩盤 

走向傾斜 

N5°E－24°W 

 

 

P-8 

崩壊跡地 

崩積土が厚く分布。 

表層は不安定である。 
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P-9 

砂岩の露岩状況 

CL～CM級岩盤 

転石状分布を示す。 

表層は不安定で、所々

に表層崩壊跡が認めら

れる。 

 

 

P-10 

砂岩の露岩状況 

CL～CM級岩盤 

 

 

P-11 

斜面状況 

礫混じり土砂が分布。 
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P-12 

モルタル吹付のり面 

モルタルに覆われて確

認できないが、露岩部

と推察される。 

 

 

P-13 

砂岩の露岩状況 

CL級岩盤主体 

 

 

P-14 

砂岩の露岩状況 

D～CL級岩盤 

上部には崩積土が分布

し、表層は不安定であ

る。オーバーハング状

を示し、木の根曲がり

等も認められる。 
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P-15 

砂岩の露岩状況 

D～CL級岩盤 

 

 

P-16 

砂岩の露岩状況 

D～CL級岩盤 

走向傾斜 

N20°W－30°W 

 

 

P-17 

砂岩の露岩状況 

D～CL級岩盤 

上部には崩積土が分布

し、表層は不安定であ

る。100～150cm大の硬

質な砂岩転石が認めら

れる。 
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P-18 

崩壊跡地 

崩積土が分布。 

表層は不安定である。 

 

 

P-19 

砂岩の露岩状況 

D～CL級岩盤 

走向傾斜 

N25°W－30°W 

 

 

P-20 

砂岩の露岩状況 

D～CL級岩盤 
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P-21 

崩壊跡地 

崩積土が分布。 

空洞が生じており、深

さは約50cm程度。 

 

 

P-22 

斜面状況 

礫混じり土砂が分布。 

 

 

P-23 

斜面状況 

礫混じり土砂が分布。 

盛土と自然斜面との境

界は不明瞭である。 
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5. 調 査 結 果 

 

  



 

 

 

 

 

5－1. 調査ボーリング結果 

 
  



 

5．調 査 結 果 

5.1 調査ボーリング結果 

(1) 調査ボーリング 

調査地内の3箇所で実施したボーリング調査の結果、表層部の盛土［B］や崩積土［dt］

の下位に、諫早層群に属する古第三紀層（砂岩・頁岩・泥質砂岩・砂岩頁岩互層）の分布

を確認した。基盤岩である古第三紀層については、その風化の程度により、古第三紀層－

強風化部［w1-Tr：D 級岩盤主体］、古第三紀層－風化部［w2-Tr：D～CL級岩盤主体］、古第

三紀層［Tr：CL～CM級岩盤主体］に分類した。 

ボーリングの結果は、巻末資料集「ボーリング柱状図」に詳しく記載するものとし、本

項では各ボーリングの地質構成についてとりまとめた。 

また、調査地の地質層序をとりまとめると表 5.1-1 のようになり、岩盤等級区分につい

ては表5.1-2に示す基準を参考に区分した。 

 

 

表5.1-1 調査地の地質層序表 

地層
記号

土質区分・岩質区分
確認層厚
（m）

N 値

B 礫混じり土砂 0.50 －

dt 礫混じり土砂 0.20 －

古第三紀層
－強風化部

w1-Tr
強風化砂岩

（D級岩盤主体）
0.25～0.45 －

古第三紀層
－風化部

w2-Tr
風化頁岩、風化砂岩

（D～CL級岩盤主体）
1.85～4.55

古第三紀層 Tr

砂岩、泥質砂岩
砂岩頁岩互層

（CL～CM級岩盤主体）
1.45～23.20

50以上

地 層 名

盛土

諫
早
層
群

新
 
　
　
 
生
 
　
　
 
代

古
　
第
　
三
　
紀

始
　
新
　
世

地質時代

崩積土

現
世
〜

完
新
世

第
　
四
　
紀

 
*表土は層厚が薄いため、地質層序には含めない。 

 

 

 

 

 

地-29



 

 

表5.1-2 ＜参考資料＞岩盤等級区分基準（塊状岩盤） 

岩 

盤 

等 

級 

硬  質  岩 中  硬  質  岩 軟  質  岩 

一応の目安としては新鮮な岩石のテストピ
ースの一軸圧縮強度が800 kg/㎝２以上のも
のである。岩石ハンマーによる打撃では一
般に金属音を発する。 

一応の目安としては新鮮な岩石のテストピースの
乾燥一軸圧縮強度が 800～200 ㎏/㎝２の範囲にあ
るものである。岩石ハンマーによる打撃ではかな
りしまった音を発生するが一般には金属音を発し
ない。この範囲にあるもののうち、軟質側のもの
は岩石ハンマーの尖頭部による打撃で岩石の表面
にわずかにくぼみを生ずる場合もある。 

一応の目安としては新鮮な岩石のテスト
ピースの乾燥一軸圧縮強度が 200 ㎏/㎝２

以下のものである。岩石ハンマーによる打
撃ではにぶい弛緩した音を発し、時には破
壊する場合もある。岩石ハンマーの尖頭部
による打撃では岩石の表面に容易にくぼ
みが生ずる。 

Ａ 

岩質は極めて新鮮で、火成岩の造岩鉱物
あるいは堆積岩の構成粒子は全く風化変
質しておらず、また節理はほとんど分布
していない。岩盤としては極めて堅牢、
固密である。 

  

Ｂ 

岩質は新鮮で、火成岩の造岩鉱物あるい
は堆積岩の構成粒子は、ほとんど風化変
質していない。 
また節理の分布は疎らであり、密着して
いる。岩盤としては堅牢、固密である。 

岩質は新鮮であり、構成粒子は二次的な風化変質
を全く受けていない。また節理等の割目はほとん
ど分布していない。 
岩盤としては堅固である。この場合軟質岩に近い
ものについては、上記のような性状であっても、
すでにこのクラスに属さずＣ上級に属するもので
ある。 

 

Ｃ 

C

Ｈ 

岩質は概ね新鮮、堅硬であるが、火成岩で
は造岩鉱物中、長石類および雲母、角閃石
などの有色鉱物がわずかに風化変質してい
る場合もあり、また堆積岩類では構成粒子
として二次的に存在する長石類、および有
色鉱物がわずかに風化変質している場合も
ある。節理はかなり分布しており、また節
理面は風化変質をうけて変色汚染されてい
る場合が多く、時には風化物質がうすく付
着していることもあるが、一般には概ね密
着している。岩盤としては堅固である。 

岩質は新鮮であり、構成粒子は二次的な風化変質
をうけていない。 
また節理の分布は疎らで密着している。岩盤とし
ては概ね堅固である。ただしこの場合、硬質岩に
近いものについてはこのような性状でもＢ級に属
するものがある。 

このクラスの対象となる岩石は、中硬質岩
に近いもの（新鮮な岩石の乾燥一軸圧縮強
度が150 ㎏/㎝２程度以上）である。 
岩質は新鮮で、構成粒子は風化変質を全く
受けておらず、また節理はほとんど分布し
ていない。 

C

Ｍ 

岩質は一般にやや風化変質している。この
うち火成岩では石英を除き、長石類および
有色鉱物は風化を受け、しばしば褐色ある
いは赤褐色を呈している。また堆積岩類で
は構成粒子として二次的に存在する長石類
および有色鉱物が風化変質し、火成岩の場
合と同様、しばしば褐色あるいは赤褐色を
呈している。節理は開口し、しばしば粘土
あるいは風化物質を挟在している。このク
ラスの岩石中には細かな毛髪状割目が多量
に胚胎していることが多いので岩石ハンマ
ーで強打すれば、この毛髪状割目を分離面
として崩壊することがしばしばある。この
他岩質は新鮮であっても開口節理の分布が
著しく、クラッキーな状態を示すものもこ
のクラスに含まれている。 

構成粒子として二次的に存在する長石類および有
色鉱物がやや風化変質しているものが多い。風化
程度としてはあまり進んでいないが、原岩が中硬
質の岩石であるので、絶対的な硬さとしてはやや
軟質な感じを受ける。節理はかなり分布しており、
やや開口していることが多く、節理は風化変質を
うけて変色汚染されており、しばしば粘土の薄層、
風化物質を挟在している。 
このクラスの岩盤は毛髪状割目がある程度存在す
るので、岩石ハンマーによる打撃ではこの毛髪状
割目を分離面として、しばしば崩壊する。 

岩質は新鮮であり、構成粒子も二次的な風
化変質を受けていない。また、節理はほと
んど分布していないか、あるいは分布して
いても疎かでありしかも密着している。岩
盤としては風化をほとんどうけていない
が、原岩が軟質な岩石であるので、絶対的
な硬さとしては軟質な感じをうける。この
場合、乾燥一軸圧縮強度が60 ㎏/㎝２～70 
㎏/㎝２程度以下のものですでにこのクラ
スに属さずＣ下級に属する。 

C

Ｌ 

火成岩の造岩鉱物あるいは堆積岩の構成粒
子は著しく風化を受けているために、岩石
全体としても一般に褐色あるいは、赤褐色
を呈する。節理は開口し粘土および風化物
質の挟在が著しい。このクラスの岩石では
細かな毛髪状割目の分布が著しくさらにこ
の割目に沿って風化も進んでいるので、岩
石ハンマーによる軽打によって容易に崩壊
あるいは陥没する。この他岩石は新鮮であ
っても開口節理の分布が著しく、石積状の
産状を示すものもこのクラスに含まれる。 

構成粒子は風化変質し、固結程度はかなり低くな
っている。原石が中硬質の岩石であるので、絶対
的な硬さとしては、かなり軟質な感じをうける。 
節理はかなり分布している。節理は開口し、また
風化物質、粘土層を著しく挟在している。 
このクラスの岩盤では毛髪状割目に沿って、かな
り風化が進んでいるので、岩石ハンマーによる軽
打撃によっても容易に崩壊する。 

構成粒子はやや風化変質をうけ、固結程度
は著しく低下している。岩盤としての絶対
的な硬さとしては、極めて軟質な感じをう
ける。 
岩石ハンマーの尖頭部で打撃すると、しば
しば尖頭部は岩盤に突きささる。 

Ｄ 

火成岩の造岩鉱物あるいは堆積岩の構成
粒子は著しく風化を受け、しばしば砂状
および粘土状を呈する部分が見られる。
このクラスの岩盤では節理の分布はむし
ろ不明瞭である。 

構成粒子は風化変質が著しく進み固結程度は著し
く低下し、しばしば砂状およぶ粘土状を呈してい
る。 
このクラスのものは、割目の分布はむしろ不明瞭
である。 

構成粒子の固結程度は極めて低くなり、大
部分砂状あるいは泥土状を呈している。 

該 

当 

岩 

石 

1) 深成岩、半深成岩および火成岩等の火
成岩類がこれに該当する。 

2) 中生代以前の砂岩、礫岩、チャート、
石灰岩および輝緑凝灰岩等の堆積岩
および火山砕屑岩がこれに該当する。
ただし粘板岩、頁岩は原則的には除外
する。 

3) 変成岩のうち、比較的塊状の片麻岩
は、これに該当する。ただし結晶片岩
類は除外する。 

その他、新第三紀の堆積岩および火山砕屑
岩にもこれに該当するもの 
もある。 

新第三紀中新世以前の第三紀の堆積岩（泥岩、シ
ルト岩、砂岩および礫岩）および火山砕屑岩（凝
灰岩、凝灰角礫岩、火山角礫岩および溶結凝灰岩）
の大部分がこれに該当する。 
ただし第四紀の溶結凝灰岩にはこれに該当するも
のもある。 

新第三紀鮮新世以降の堆積岩（泥岩、シル
ト岩、砂岩および礫岩）および火山砕屑岩
（凝灰岩、凝灰角礫岩、および火山角礫岩）
の大部分がこれに該当する。 
ただし第四紀の火山砕屑岩には、これに該
当するものもある。 

摘要 田中式岩盤等級に対応する。   

 

 
【出典「岩盤分類」昭和59年8月、日本応用地質学会,p106】 
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Bor.No.1 

孔口標高：GH=66.45m 掘削長：L=4.00m 最終孔内水位：GL-1.90m 

深度(m) 地層名 記号 土質・岩質 N値 記事 

0.00～

0.07 
表土 

w1-Tr 

礫混じり土砂 － 表層土。草根を含む。 

0.07～

0.45 

古第三紀層 

－強風化部 
強風化砂岩 － 

土柱状～岩片状コア主体。 

割れ目に沿って土砂状～細片状を呈する。 

D級岩盤主体。 

0.45～

4.00 
古第三紀層 Tr 

砂岩優勢 

砂岩頁岩互層 
50以上 

岩片状～短柱状コア主体。 

全体に砂岩優勢だが、所々に頁岩・凝灰質

頁岩を挟在し、互層状を呈する。風化の影

響によりコア表面はざらつき、概ね褐色を

帯びる。層理面角度は20°～30°程度。深

度1.20m以深は割れ目・潜在亀裂が発達し、

割れ目に沿って土砂状～細片状を呈する。 

CL級岩盤主体。 

 

 

Bor.No.2 

孔口標高：GH=68.00m 掘削長：L=4.00m 最終孔内水位：GL-1.20m 

深度(m) 地層名 記号 土質・岩質 N値 記事 

0.00～

0.50 
盛土 B 礫混じり土砂 － 

φ2～60mm程度の礫を混入。 

表層10cmは表土。 

0.50～

0.70 
崩積土 dt 礫混じり土砂 － 

φ2～30mmの礫を混入。 

草根を少量含む。 

0.70～

2.55 

古第三紀層 

－風化部 
w2-Tr 風化頁岩 

50以上 

短柱状コア主体。 

風化の影響によりコア表面はざらつく。 

割れ目面は概ね褐色に酸化変色する。 

炭質物を少量含む。 

D～CL級岩盤主体。 

2.55～

4.00 
古第三紀層 Tr 泥質砂岩 

短柱状コア主体。 

所々に頁岩・凝灰質頁岩の薄層をを挟在す

る。部分的に潜在亀裂が発達し、潜在亀裂

周縁部は褐色に酸化変色する。 

CL級岩盤主体。 
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Bor.No.3 

孔口標高：GH=90.68m 掘削長：L=28.00m 最終孔内水位：GL-14.40m 

深度(m) 地層名 記号 土質・岩質 N値 記事 

0.00～

0.10 
表土 

w1-Tr 

礫混じり土砂 － 表層土。草根・木根を含む。 

0.10～

0.25 

古第三紀層 

－強風化部 
強風化砂岩 － 

全体に風化著しく、土砂状を呈する。 

D級岩盤主体。 

0.25～

4.80 

古第三紀層 

－風化部 
w2-Tr 風化砂岩 50以上 

岩片状～短柱状コア主体。 

風化の影響によりコア表面はざらつき、概

ね褐色を帯びる。 

割れ目角度は0°～45°程度。 

割れ目に沿って土砂状～細礫状を呈する。 

D～CL級岩盤主体。 

4.80～

8.50 
古第三紀層 

Tr 

砂岩 50以上 

岩片状～短柱状コア主体。 

風化の影響によりコア表面はざらつき、若

干褐色を帯びる。 

割れ目角度は10°～45°程度。 

割れ目面および割れ目周縁部は褐色に酸化

変色する。層理面角度は20°～25°程度。 

CL級岩盤主体。 

8.50～

28.00 
古第三紀層 

砂岩優勢 

砂岩頁岩互層 
50以上 

岩片状～短柱状コア主体。 

全体に砂岩優勢だが、所々に頁岩・凝灰質

頁岩を挟在し、互層状を呈する。 

風化の影響によりコア表面はざらつき、若

干褐色を帯びる。 

割れ目角度は10°～45°程度。 

割れ目面および割れ目周縁部は褐色に酸化

変色する。 

砂岩は頁岩よりも相対的に硬質である。 

層理面角度は20°前後。 

頁岩には炭質物を少量含み、部分的にスレ

ーキングが生じる。また、凝灰質頁岩を伴

う箇所が認められる。 

所々に高角度（θ=70°～85°程度）の割れ

目が認められる。 

部分的に潜在亀裂が発達し、潜在亀裂に沿

って土砂状～細片状を呈する。 

CL～CM級岩盤主体。 
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 (2) 孔内水位 

ボーリング孔を利用して、孔内水位を測定した結果を表5.1-3にとりまとめた。 

 

表5.1-3 孔内水位測定結果一覧表 

調査地点 

（Bor.） 

孔口 

標高 

（m） 

掘削深度 

（m） 

孔内水位 

測定日 備考 深 度 

（GL-m） 

標 高 

（m） 

No.1 66.45 4.00 1.90 64.55 H30.9.5 

最終水位 No.2 68.00 4.00 1.20 66.80 H30.9.2 

No.3 90.68 28.00 14.40 76.28 H30.9.5 

 

表層部付近から岩盤が出現し、掘削水を使用したため、作業完了後の翌朝に測定した作

業前水位を最終孔内水位（安定水位）として記載した。 

ボーリングNo.3地点については、深度19m付近（8月25日）までは掘進に伴い孔内水位

は低下する傾向が認められたが、その後は安定した水位（平衡水位）を示すことから、地

下水位である可能性が高いと判断される。 

しかし、ボーリングNo.1およびNo.2地点については調査深度・調査期間が短く、掘削水の

たまり水である可能性もあり、明確な地下水位であるとは言い難い。 
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5－2. 標準貫入試験結果 

 

  



 

5.2 標準貫入試験結果 

各地点の標準貫入試験結果は、巻末資料集「ボーリング柱状図」に併記しているとおり

であり、N値と地層の関係を表5.2-1「N値一覧表」に示す。 

 

表5.2-1 N値一覧表 

 
※N値50以上の値については（ ）内に換算N値を示す。＜算出方法は下記のとおり＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

換算N値＝ 50回 × 
30 (cm) 

50回打撃時の貫入量 (cm) 

               ただし、同方法を適用できる範囲は換算N値が300以下とする。 

（出典「設計要領 第二集 橋梁建設編」NEXCO,H21.7,p4-8） 
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5－3. 地中レーダ探査結果 

  



 

5.3 地中レーダ探査結果 

地中レーダ探査は調査手法・物性原理などから判るとおり、定量的判断が出来ない手法

である。したがって、現地状況と情報収集・経験則などが重要で、探査技術に精通した技

術者による計測と判読が必要である。物理特性として、電磁波は同一(単一)土質である場

合、地表から照射し、地表で反射波を受振する際に、深部へ離隔するに従い、反射の振幅

は減衰する特性を持っている。すなわち、空洞・緩み・埋設物・地下水なども含めた異物

に反応した場合振幅が増幅するか、急激に減衰するかどちらかである。地表状況にもよる

が、空洞や緩み・埋設物(埋設管・廃棄物など)は振幅が大きくなることが多い。 

今回実施した地中レーダ探査は、造成地内の廃棄物埋め立て箇所と地山との境界を把握

することを目的としたが、埋め立て地盤にも廃棄物のみでなく土砂を多く含有しており、

埋め立て箇所と地山の電磁反射コントラストが明瞭ではなく、加えて地表面付近には、側

溝や張りコンクリートなどがあり、境界の判読は極めて困難であった。 

地中レーダ探査の数量を表5.3-1に示すとともに、地中レーダ探査（敷地A・敷地B）の

結果を、図5.3-1～図5.3-5にとりまとめた。 

 

表5.3-1 地中レーダ探査数量表 

測線 始点(m)  終点(m) 測線長(m) 判読結果 

A-1 0.00 - 12.20 12.20 斜面部にのり枠工が施工。判読困難。 

A-2 0.00 - 13.70 13.70 
明瞭な差異は認められない。 

深部の振幅強度の違いから地山境界を推定。 A-3 
0.00 - 27.10 27.10 

27.90 - 29.40 1.50 

A-4-1 0.00 - 13.40 13.40 地山境界は不明瞭。A-4-2測線を追加。 

A-4-2 0.00  6.20 6.20 
明瞭な差異は認められない。 

深部の振幅強度の違いから地山境界を推定。 

B-1 0.00 - 19.30 19.30 明瞭な差異は無く、地山境界は不明瞭。 

B-2 0.00 - 12.00 12.00 

明瞭な差異は認められない。 

反射振幅の傾向を精査し、地山境界を推定。 

B-3 
0.00  18.80 18.80 

19.60 - 22.60 3.00 

B-4 0.00 - 13.30 13.30 

B-5 0.00 - 19.20 19.20 

B-6 0.00 - 38.80 38.80 

B-7 0.00 - 15.70 15.70 

B-8 
0.00 - 3.10 3.10 

4.20 - 12.40 8.20 

 測線長合計（m） 225.50  

 

地-35



地-36



地-37



地-38



Y
=4
4
4
0
0

Y
=4
4
3
5
0

Y
=4
4
3
0
0

Y
=4
4
2
5
0

Y
=4
4
2
0
0

Y
=4
4
1
5
0

Y
=4
4
3
5
0

Y
=4
4
3
0
0

Y
=4
4
2
5
0

Y
=4
4
2
0
0

Y
=4
4
1
5
0

Y
=4
4
1
0
0

構内柱NO.3

戸石幹右3/37

構内柱NO.4

構内柱NO.5
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敷地Ａ 平 面 図

S=1:1,000

新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

葉之内図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設計年月日

縮尺

図面名

業務名

長崎市 土木部 土木建設課

敷　地　Ａ　平　面　図 S=1:1,000
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6. 調査結果に基づく考察 

 

  



 

 

 

 

 

6－1. 調査地周辺の地形・地質の検討 

 
 
  



 

6．調査結果に基づく考察 

6.1 調査地周辺の地形・地質の検討 

調査ボーリングの結果、表層部の盛土［B］や崩積土［dt］の下位に、諫早層群に属する古

第三紀層（砂岩・頁岩・泥質砂岩・砂岩頁岩互層）の分布を確認した。 

基盤岩である古第三紀層については、その風化の程度により、古第三紀層－強風化部［w1-

Tr：D級岩盤主体］、古第三紀層－風化部［w2-Tr：D～CL級岩盤主体］、古第三紀層［Tr：CL～

CM級岩盤主体］に分類した。 

調査地に分布する諫早層群の走向はN8°E～N30°W、傾斜は24°W～30°Wを示す。 

以下に、各層の分布状況、特徴、N 値等について要約して述べるとともに、地質層序表を

表6.1-1に、地質想定断面図を図6.1-1～図6.1-2にとりまとめた。 

 

○ 表層土（盛土・崩積土）＜現世～新生代・第四紀・完新世＞ 

・盛 土［B］：分布深度0.00～0.50m（確認層厚0.50m） 

造成盛土。Bor.No.2地点でのみ確認されるが、層厚は薄い。 

φ2～60mm程度の礫を混入し、礫混じり土砂状を呈する。 

また、表土も層厚が薄いため、本層に含めるものとした。 

 

 ・崩積土［dt］：分布深度0.50～0.70m（確認層厚0.20m） 

岩盤（地山）が風化・侵食作用を受け、下方斜面へ堆積した二次堆積物。 

Bor.No.2地点でのみ確認されるが、層厚は薄い。 

斜面表層部を構成する層で、φ2～30mm程度の礫を混入し、主に礫混じり土砂状を呈する。 

 

○ 古第三紀層（諫早層群）＜新生代・古第三紀・始新世＞ 

・古第三紀層－強風化部［w1-Tr］：分布深度0.00～0.45m（確認層厚0.25～0.45m） 

砂岩の強風化部。土柱状～岩片状コア主体。全体に風化著しく、概ね土砂状を呈する。 

Bor.No.1地点およびBor.No.3地点でのみ確認されるが、層厚は薄い。また、表土も層厚

が薄いため、本層に含めるものとした。D級岩盤主体。 

 

・古第三紀層－風化部［w2-Tr］：分布深度0.25～4.80m（確認層厚1.85～4.55m） 

砂岩・頁岩の風化部。岩片状～短柱状コア主体。風化の影響によりコア表面はざらつき、

コアは概ね褐色を帯びる。割れ目面も概ね褐色に酸化変色する。割れ目角度は0°～45°

程度で、割れ目に沿って土砂状～細礫状を呈する。頁岩には炭質物を少量含む。 

N値50以上を示し、安定した岩盤（軟岩）と判断される。D～CL級岩盤主体。 
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・古第三紀層［Tr］：分布深度0.45～4.80m以深（確認層厚1.45～23.20m） 

砂岩・泥質砂岩・砂岩頁岩互層の弱風化部。岩片状～短柱状コア主体。全体に砂岩優勢

だが、所々に頁岩・凝灰質頁岩を挟在し、互層状を呈する。風化の影響によりコア表面

はざらつき、コアは若干褐色を帯びる。割れ目角度は10°～45°程度で、割れ目面およ

び割れ目周縁部は褐色に酸化変色する。砂岩は頁岩よりも相対的に硬質で、層理面角度

は20°～30°程度。頁岩には炭質物を少量含み、部分的にスレーキングが生じる。所々

に高角度（θ=70°～85°程度）の割れ目や潜在亀裂が発達し、割れ目・潜在亀裂に沿っ

て土砂状～細片状を呈する。N値50以上を示し、安定した岩盤（軟岩）と判断される。 

CL～CM級岩盤主体。 

 

表6.1-1 調査地における地質層序表 

 

地層
記号

記　　　事

確認

層厚
（m）

N値
土工
区分

B

造成盛土。Bor.No.2地点でのみ確認されるが、
層厚は薄い。φ2～60mm程度の礫を混入し、礫
混じり土砂状を呈する。また、表土も層厚が薄

いため、本層に含めるものとした。

0.50 －

dt

岩盤（地山）が風化・侵食作用を受け、下方斜
面へ堆積した二次堆積物。Bor.No.2地点でのみ

確認されるが、層厚は薄い。斜面表層部を構成
する層で、φ2～30mm程度の礫を混入し、主に
礫混じり土砂状を呈する。

0.20 －

古第三紀層
－強風化部

w1-Tr

砂岩の強風化部。土柱状～岩片状コア主体。
全体に風化著しく、概ね土砂状を呈する。

Bor.No.1地点およびBor.No.3地点でのみ確認さ
れるが、層厚は薄い。また、表土も層厚が薄い
ため、本層に含めるものとした。

D級岩盤主体。

0.25～
0.45

－

古第三紀層
－風化部

w2-Tr

砂岩・頁岩の風化部。岩片状～短柱状コア主

体。風化の影響によりコア表面はざらつき、コ
アは概ね褐色を帯びる。割れ目面も概ね褐色に
酸化変色する。割れ目角度は0°～45°程度
で、割れ目に沿って土砂状～細礫状を呈する。

頁岩には炭質物を少量含む。
N値50以上を示し、安定した岩盤（軟岩）と判
断される。D～CL級岩盤主体。

1.85～
4.55

古第三紀層 Tr

砂岩・泥質砂岩・砂岩頁岩互層の弱風化部。

岩片状～短柱状コア主体。全体に砂岩優勢だ
が、所々に頁岩・凝灰質頁岩を挟在し、互層状
を呈する。風化の影響によりコア表面はざらつ
き、コアは若干褐色を帯びる。割れ目角度は

10°～45°程度で、割れ目面および割れ目周縁
部は褐色に酸化変色する。砂岩は頁岩よりも相
対的に硬質で、層理面角度は20°～30°程度で

ある。頁岩には炭質物を少量含み、部分的にス
レーキングが生じる。所々に高角度（θ=70°
～85°程度）の割れ目や潜在亀裂が発達し、割

れ目・潜在亀裂に沿って土砂状～細片状を呈す
る。N値50以上を示し、安定した岩盤（軟岩）
と判断される。
CL～CM級岩盤主体。

1.45～

23.20

50以上 軟岩
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dt

dt
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凡　　　例

1.45～

23.20

砂岩・泥質砂岩・砂岩頁岩互層の弱風化部。

岩片状～短柱状コア主体。全体に砂岩優勢だが、所々に

頁岩・凝灰質頁岩を挟在し、互層状を呈する。風化の影

響によりコア表面はざらつき、コアは若干褐色を帯びる。

割れ目角度は10～45程度で、割れ目面および割れ目

周縁部は褐色に酸化変色する。砂岩は頁岩よりも相対的

に硬質で、層理面角度は20～30程度である。頁岩に

は炭質物を少量含み、部分的にスレーキングが生じる。

所々に高角度（=70～85程度）の割れ目や潜在亀

裂が発達し、割れ目・潜在亀裂に沿って土砂状～細片状

を呈する。N値50以上を示し、安定した岩盤（軟岩）と

判断される。

CL～CM級岩盤主体。

Tr古第三紀層

軟岩50以上

1.85～

4.55

砂岩・頁岩の風化部。岩片状～短柱状コア主体。風化の

影響によりコア表面はざらつき、コアは概ね褐色を帯び

る。割れ目面も概ね褐色に酸化変色する。割れ目角度は

0～45程度で、割れ目に沿って土砂状～細礫状を呈

する。頁岩には炭質物を少量含む。

N値50以上を示し、安定した岩盤（軟岩）と判断される。

D～CL級岩盤主体。

w2-Tr
古第三紀層

－風化部

－
0.25～

0.45

砂岩の強風化部。土柱状～岩片状コア主体。

全体に風化著しく、概ね土砂状を呈する。

Bor.No.1地点およびBor.No.3地点でのみ確認されるが、

層厚は薄い。また、表土も層厚が薄いため、本層に含め

るものとした。

D級岩盤主体。

w1-Tr
古第三紀層

－強風化部

諫

早

層

群

始　

新　

世

古　

第　

三　

紀

－0.20

岩盤（地山）が風化・侵食作用を受け、下方斜面へ堆積

した二次堆積物。Bor.No.2地点でのみ確認されるが、層

厚は薄い。斜面表層部を構成する層で、2～30mm程度

の礫を混入し、主に礫混じり土砂状を呈する。

dt崩積土

土砂

－0.50

造成盛土。Bor.No.2地点でのみ確認されるが、層厚は薄

い。2～60mm程度の礫を混入し、礫混じり土砂状を呈

する。また、表土も層厚が薄いため、本層に含めるもの

とした。

B盛土
現

世

～

完

新

世

第　

四　

紀

新 　

生 　

代

土工

区分
N値

確認

層厚

（m）

記　　　事
地層

記号
地 層 名地質時代

*層理面角度は近傍のN30W－25～30Wを採用し、見掛けの傾斜に換算したものである。

0.00

28.00

D

CL

～

CL

CL

CM

～

0 20406080100
RQD

0 1020304050
N値

50

43

40

30

65

51

91

36

50

64

69

88

90

84

15

38

44

43

65

48

73

45

81

85

44

84

76

79

50/4

50/2

50/1

50/3

50/4

50/2

50/3

50/2

50/2

50/2

 Bor.No.3
 GH=90.68 m
 Dep = 28.00 m

0.25

4.80

8.50

0.00

4.00

D

CL

0 20406080100
RQD

0 1020304050
N値

36

51

60

36

50/4

50/3

50/3

50/3

 Bor.No.1
 GH=66.45 m
 Dep = 4.00 m

0.45

1
:
0
.
8

0.5%

5.0%

1
:
0
.
8

5.0%

1
:
0
.
8

5.0%

1
:
0
.
8

地-43



DL=65.00 DL=65.00

Co

As

NO.5
GH=61.32
FH=

Ａ

Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

dt

dt

図6.1-2　地 質 想 定 断 面 図（測線No.5）H=1:400，V=1:200

Tr

B

w2-Tr

*層理面角度は近傍のN30W－25～30Wを採用し、見掛けの傾斜に換算したものである。

地質時代 地 層 名
記号

地層
確認

記　　　事 層厚

（m）
区分

N値
土工

新 　

生 　

代

四　

第　

紀

現

世

～

完

新

世

盛土
い。2～60mm程度の礫を混入し、礫混じり土砂状を呈

B

造成盛土。Bor.No.2地点でのみ確認されるが、層厚は薄

する。また、表土も層厚が薄いため、本層に含めるもの

とした。

0.50

崩積土

－

土砂

dt

岩盤（地山）が風化・侵食作用を受け、下方斜面へ堆積

した二次堆積物。Bor.No.2地点でのみ確認されるが、層

厚は薄い。斜面表層部を構成する層で、2～30mm程度

の礫を混入し、主に礫混じり土砂状を呈する。

0.20

第　

－

古　

三　

紀

新　

始　

世

早

諫

層

群

古第三紀層

－強風化部

全体に風化著しく、概ね土砂状を呈する。

w1-Tr

砂岩の強風化部。土柱状～岩片状コア主体。

Bor.No.1地点およびBor.No.3地点でのみ確認されるが、

層厚は薄い。また、表土も層厚が薄いため、本層に含め

るものとした。

D級岩盤主体。

0.25～

0.45

－風化部

－

古第三紀層

影響によりコア表面はざらつき、コアは概ね褐色を帯び

w2-Tr

砂岩・頁岩の風化部。岩片状～短柱状コア主体。風化の

る。割れ目面も概ね褐色に酸化変色する。割れ目角度は

0～45程度で、割れ目に沿って土砂状～細礫状を呈

する。頁岩には炭質物を少量含む。

N値50以上を示し、安定した岩盤（軟岩）と判断される。

D～CL級岩盤主体。

4.55

1.85～

軟岩50以上

古第三紀層 Tr

岩片状～短柱状コア主体。全体に砂岩優勢だが、所々に

砂岩・泥質砂岩・砂岩頁岩互層の弱風化部。

頁岩・凝灰質頁岩を挟在し、互層状を呈する。風化の影

響によりコア表面はざらつき、コアは若干褐色を帯びる。

割れ目角度は10～45程度で、割れ目面および割れ目

周縁部は褐色に酸化変色する。砂岩は頁岩よりも相対的

に硬質で、層理面角度は20～30程度である。頁岩に

は炭質物を少量含み、部分的にスレーキングが生じる。

所々に高角度（=70～85程度）の割れ目や潜在亀

裂が発達し、割れ目・潜在亀裂に沿って土砂状～細片状

を呈する。N値50以上を示し、安定した岩盤（軟岩）と

判断される。

CL～CM級岩盤主体。

1.45～

23.20

凡　　　例

0.00

4.00

D

CL

～

CL

0 20406080100
RQD

0 1020304050
N値

60

70

82

50/9

50/4

50/3

50/3

 Bor.No.2
 GH=68.00 m
 Dep = 4.00 m

0.50
0.70

2.55

0.5%
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6－2. 土質定数の設定 

 
  



 

6.2 土質定数の設定 

  調査結果に基づき、各地層の土質定数を設定する。 

 

(1) 設計N値 (N’) 

設計N値は、標準貫入試験結果による各地層の評価N値（表5.2-1参照）をもとに、平均

N値を求め、式6.2-1を用いてその値を設計N値とした。 

表6.2-1に地層毎の設計N値を示す。 

 

     設計N値('N )＝平均N値(N )－標準偏差(σn-1)/2 ・・・・・・ 式6.2-1 

 

 

 表6.2-1 設計N値一覧 

 
※小数点以下は四捨五入して提案値とする。 
※なお、換算N値により地盤定数を推定する方法が適用できる範囲は換算N値が300以下とする（「設計要領 第二集 橋梁建設

編」NEXCO,H21.7,p4-8）ため、w2-Tr層およびTr層については、設計N値は用いないものとする。 

地層
記号

最小N値
（回）

最大N値
（回）

測定個数
（個）

平均N値
（回）

標準偏差
S（σn-1）

設計N値
N'

B － － － － － －

dt － － － － － －

古第三紀層
－強風化部

w1-Tr － － － － － －

古第三紀層
－風化部

w2-Tr 167 1500 6 611.2 475.50 373

古第三紀層 Tr 375 750 12 562.5 145.97 490

崩積土

諫
早
層
群

地質時代 地 層 名

新
　
　
　
生
　
　
　
代

盛土

古
　
第
　
三
　
紀

始
 
新
 
世

第
　
四
　
紀

現
世
〜

完
新
世

地-45



 

(2) 単位体積重量 (γt ) 

○未固結土の単位体積重量 (γt ) 

未固結土の単位体積重量は、表6.2-2をもとに推定する。 

 

表6.2-2 ＜参考資料＞土質定数の一般値 
【出典「設計要領 第一集 土工編」NEXCO,H21.7,p1-43～44】 

 
注1);N値の目安は次のとおりである。 

固いもの(N=8～15)、やや軟らかいもの(N=4～8)、軟らかいもの(N=2～4) 

注2);地盤工学会基準の記号は、およその目安である。 

 
 ＊地下水位以下にある土の単位体積重量は、表中の値から飽和土の場合は 10kN/m3、不飽和土の場合は 9kN/m3を

差し引いた値とする。 

 

 

 

 

 

単位体
積重量

(kN/m3)

内部
摩擦角
(度)

粘着力

(kN/m2)

摘  要
(統一分類)

礫および

礫まじり砂
20 40 0 {G}

粒度の良いもの 20 35 0

粒度の悪いもの 19 30 0

砂 質 土 19 25 30以下 {SF}

粘 性 土 18 15 50以下 {M}、{C}

関東ローム 14 20 10以下 {V}

20 40 0

18 35 0

21 40 0

19 35 0

20 35 0

18 30 0

19 30 30以下

17 25 0

18 25 50以下

17 20 30以下

16 15 15以下

17 20 50以下

16 15 30以下

14 10 15以下

関東ローム 14 5(φu) 30以下 {V}

種 類 状 態

盛
 
土

締固めたもの

砂 締固めたもの {S}

締固めたもの

締固めたもの

締固めたもの

自
 
然
 
地
 
盤

礫
密実なものまたは粒度の良いもの

{G}
密実でないものまたは粒度の悪いもの

礫まじり砂
密実なもの

{G}
密実でないもの

砂
密実なものまたは粒度の良いもの

{S}
密実でないものまたは粒度の悪いもの

砂 質 土
密実なもの

{SF}
密実でないもの

粘 性 土

固いもの(指で強く押し多少へこむ)

{M}、{C}やや軟らかいもの(指の中程度の力で貫入)

軟らかいもの(指が容易に貫入)

粘土および
シルト

固いもの(指で強く押し多少へこむ)

{M}、{C}やや軟らかいもの(指の中程度の力で貫入)

軟らかいもの(指が容易に貫入)
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○岩盤［w1-Tr・w2-Tr・Tr］の単位体積重量 (γt ) 

岩石の風化の程度および岩級区分等を加味して、表6.2-3に示す測定例をもとに推定する。 

 

表6.2-3 ＜参考資料＞岩盤の測定例 
【出典「軟岩評価－調査・設計・施工への適用－」土木学会,p.229】 

岩
盤
区
分 

肉眼観察 孔内測定 コアと岩盤の物性値 

コア 

形状 

コア 

硬軟 

P波速度 

<速度検層> 

VPR 

(km/s) 

比抵抗 

<電気検層> 

Rt 

(Ωm) 

変形係数 

Esb 

(kgf/cm2) 

コアの室内

試験による

密度 

ρc 

(tf/m3) 

密度検層に

よる密度 

ρR 

(tf/m3) 

間隙率 

ｎc 

(%) 

岩 盤 

間隙率 

ｎR 

(%) 

強熱減量 

IgL 

(%) 

DL Ⅵ E2 1.5～1.8 1～4 50～300 1.7～2.1 1.55～1.75 33～58 50～64 3＞ 

DM Ⅵ E1 1.8～2.2 4～7 300～800 2.1～2.3 1.75～2.0 19～33 37～50 0.8～1.2 

DH Ⅴ～Ⅵ D 2.2～2.7 7～12 800～1500 2.3～2.5 2.0～2.15 11～19 27～37 0.6～1.0 

CL Ⅳ～Ⅴ C～D 2.7～3.3 12～20 1500～3000 2.5～2.55 2.15～2.3 6～11 20～27 － 

CM Ⅳ C 3.3～4.0 20～50 3000～6000 2.55～2.6 2.3～2.4 3.5～6 15～20 － 

CH Ⅲ B 4.0～4.8 50～120 6000～12000 2.6～2.65 2.4～2.5 2.0～3.5 11～15 － 

B   4.8＜ 120＜ 12000＜ 2.65～2.66 2.5～2.6 1.1～2.0 8～11 － 

A      2.66～2.67 2.6～2.65 0.65～1.1 6～8 － 

条

件 
  Z=5～25m 

SW=0.9 

Rm=0.7～ 

0.5Ω-m 

Z=5～25m      

 
 

表6.2-4に単位体積重量の提案値を示す。 

 

表6.2-4 単位体積重量の提案値一覧 

 
※小数点以下は四捨五入して提案値とする。 

 
 
 

地層
記号

単位
体積重量
提案値

γ t(kN/m
3
)

算　定　根　拠

B 18

dt 18

古第三紀層
－強風化部

w1-Tr 18
表6.2-3「DL級～DH級の平均値」
1.85×9.807＝18.14

古第三紀層
－風化部

w2-Tr 21
表6.2-3「DH級～CL級の平均値」
2.15×9.807＝21.09

古第三紀層 Tr 22
表6.2-3「CL級～CM級の平均値」
2.275×9.807＝22.31

新
　
　
　
生
　
　
　
代

古
　
第
　
三
　
紀

始
 
新
 
世

地 層 名

表6.2-2「自然地盤-礫混じり砂-密実でない

もの：19kN/m3」と「自然地盤-砂質土-密実

でないもの：17kN/m3」の平均値

盛土第
　
四
　
紀

現
世
〜

完
新
世

崩積土

諫
早
層
群

地質時代
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(3) せん断定数 (c ,φ) 

○砂質土・礫質土（盛土［B］・崩積土［dt］）のせん断定数 (c,φ) 

  層厚が薄く、実測N値がないため、表6.2-2に示す一般値を参考とする。 

 

○岩盤［w1-Tr・w2-Tr・Tr］のせん断定数 (c,φ) 

表6.2-1に示す設計N値が300を超え（w1-Tr層は不明）、換算N値により地盤定数を推定

する方法（表6.2-5参照）が適用できないため、表6.2-6～表6.2-7および図6.2-1の参考

資料をもとに推定した。 

 

表6.2-5 ＜参考資料＞換算N値による場合の測定例 
【出典「設計要領 第二集 橋梁建設編」NEXCO,H21.7,p4-11】 

 
砂岩・礫岩 

深成岩類 
安山岩 

泥岩・凝灰岩 

凝灰角礫岩 
備 考 

粘着力 

（kN/m2） 

換算N値と 

平均値の関係 
15.2N0.327 25.3N0.334 16.2N0.606  

標準偏差 0.218 0.384 0.464 ・Log軸上の値 

せん断 

抵抗角 

（度） 

換算N値と 

平均値の関係 
5.10LogN+29.3 6.82LogN+21.5 0.888LogN+19.3  

標準偏差 4.40 7.85 9.78  
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表6.2-6 ＜参考資料＞各岩盤等級から予想される物理定数の範囲 

 
【出典「岩盤分類」昭和59年8月、日本応用地質学会,p106】 

 

表6.2-7 ＜参考資料＞せん断定数の測定例 

岩 

級 

粘板岩（ダムサイトの例） 花崗岩（本四連絡橋の例） 

c（kN/m2） φ（°） c（kN/m2） φ（°） 

範 囲 平均 範 囲 平均 範 囲 代表値 代表値 

硬

岩 

B 2250～2750 2500 40～50 45 1500～2500 1500 45 

CH 1750～2250 2000 35～45 40 1000～2000 1000 40 

CM 750～1750 1250 35～45 40 500～1000 500 40 

軟

岩 

CL 250～750 500 30～40 35 100～1000 100 37 

D 10 以下 0 20～30 25 0～500 0 30～35 

【出典「設計要領 第二集 橋梁建設編」NEXCO,H21.7,p4-13】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6.2-1 ＜参考資料＞塊状岩盤における岩盤等級と粘着力・内部摩擦角との関係 

【出典「岩盤分類」昭和59年8月、日本応用地質学会,p111-112】 
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表6.2-8にせん断定数の提案値を示す。 

 

表6.2-8 せん断定数の提案値一覧 

 
※小数点以下は四捨五入して提案値とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

c 0

φ 30

c 0

φ 30

c 0

φ 30

c 50

φ 35

c 100

φ 37

表6.2-2「自然地盤-礫混じり砂-密実でない

もの：φ＝35°，c＝0kN/m2」と「自然地盤-
砂質土-密実でないもの：φ＝25°，c＝

0kN/m2」の平均値

表6.2-7「花崗岩：D級岩盤」
代表値の最小値を採用

C：表6.2-7「花崗岩：D級岩盤～CL級岩盤」
代表値の平均値を採用
φ：表6.2-7「花崗岩：D級岩盤」
代表値の最大値を採用

表6.2-7「花崗岩：CL級岩盤」
代表値を採用

始
 
新
 
世

古
　
第
　
三
　
紀

諫
早
層
群

古第三紀層
－強風化部

古第三紀層

古第三紀層
－風化部

崩積土 dt

w1-Tr

Tr

地層
記号

b

w2-Tr

地 層 名

新
 
 
生
 
 
代

盛土

算　定　根　拠地質時代

上段：粘着力提案

値c(kN/m2
)

下段：せん断抵抗

角提案値φ(°)

現
世
〜

完
新
世

第
　
四
　
紀

地-50



 

(4) 変形係数（E0） 

平板載荷試験以外の原位置試験や土質試験を行って得られた変形係数を用いて地盤反力係

数を定める場合は、平板載荷試験から得られる地盤の変形係数や地盤反力係数に相当する値

となるよう表6.2-9に示す換算係数αを用いて補正を行う必要がある。 

 

表6.2-9 ＜参考資料＞変形係数E0とα 
【出典「道路橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編」（社）日本道路協会 p.285】 

 
 

○未固結土（盛土［B］・崩積土［dt］）の変形係数（E0） 

層厚が薄く、実測N値がないため、変形係数については検討しない。 

 

○岩盤［w1-Tr・w2-Tr・Tr ］の変形係数（E0） 

表6.2-1に示す提案N値が300を超え（w1-Tr層は不明）、換算N値により地盤定数を推定

する方法（図 6.2-2 の式参照）が適用できないため、表 6.2-10 の参考資料をもとに推定し

た。ただし、下表の関係を用いた場合、地盤反力係数の換算係数αの値は孔内水平載荷試験

値（常時4，地震時8）を用いる必要があるため、4を乗じた値を変形係数E0とする。 

 
図6.2-2 ＜参考資料＞岩の変形係数の測定例 

【出典「設計要領 第二集 橋梁建設編」NEXCO,H21.7,p4-14】 

常時, 暴風時 地震時

直径0.3mの剛体円盤による平板載荷試験の繰返
し曲線から求めた変形係数の1/2

1 2

孔内水平載荷試験で測定した変形係数 4 8

供試体の一軸圧縮試験又は三軸圧縮試験から求
めた変形係数

4 8

標準貫入試験のN値よりE0=2,800Nで推定した変

形係数
1 2

変形係数E0の推定方法
地盤反力係数の換算係数α
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表6.2-10 ＜参考資料＞変形係数の測定例（kN/m2） 

岩 

級 

粘板岩（ダムサイトの例） 花崗岩（本四連絡橋の例） 

範 囲 平 均 範 囲 代表値 

B 3,000,000以上 ＊3,000,000 1,200,000～3,000,000 2,000,000 

CH 1,000,000～3,000,000 2,000,000 600,000～1,200,000 800,000 

CM 500,000～1,000,000 750,000 300,000～600,000 450,000 

CL 100,000～500,000 300,000 150,000～300,000 200,000 

D 100,000以下  5,000～150,000 10,000～100,000 

＊最小値を示す。            【出典「設計要領 第二集 橋梁建設編」NEXCO,H21.7,p4-14】 

 

 

表6.2-11に変形係数の提案値を示す。 

 
表6.2-11 変形係数の提案値一覧 

 
※未固結土については、検討しない。 

※岩盤については、表6.2-10の変形係数Eに換算係数（α=4 ）を乗じ、変形係数E0とした。 

 

 

 

 

 

 

地層
記号

変形係数
提案値

E0(kN/m
2
)

算　定　根　拠

B － －

dt － －

古第三紀層
－強風化部

w1-Tr 40,000
表6.2-10「花崗岩：D級岩盤」
代表値の最小値を採用

古第三紀層
－風化部

w2-Tr 400,000
φ：表6.2-10「花崗岩：D級岩盤」
代表値の最大値を採用

古第三紀層 Tr 800,000
表6.2-7「花崗岩：CL級岩盤」
代表値を採用

崩積土

諫
早
層
群

新
　
　
　
生
　
　
　
代

古
　
第
　
三
　
紀

始
 
新
 
世

地質時代 地 層 名

盛土第
　
四
　
紀

現
世
〜

完
新
世
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(5) 各地層の土質定数 

各地層の土質定数の提案値を表6.2-12に示す。 

 

表6.2-12 土質定数の提案値一覧 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

地層
記号

設計N値
N'

単位体積重量

γ t(kN/m
3)

粘着力

C(kN/m2)

せん断抵抗角
φ(°)

変形係数

E0(kN/m
2)

B － 18 0 30 －

dt － 18 0 30 －

古第三紀層
－強風化部

w1-Tr － 18 0 30 40,000

古第三紀層
－風化部

w2-Tr 373 21 50 35 400,000

古第三紀層 Tr 490 22 100 37 800,000

諫
早
層
群

新
　
　
　
生
　
　
　
代

古
　
第
　
三
　
紀

始
 
新
 
世

地質時代 地 層 名

盛土
第
　
四
　
紀

現
世
〜

完
新
世 崩積土
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6－3. 切土法面の検討 

 
 
  



 

6.3 切土法面の検討 

切土法面に出現が予想される地層について、切土法面の崩壊および斜面崩壊の分類（表

6.3-1参照）に基づき、安定性について検討するものとする。 

参考として、切土に対する標準のり面勾配を表6.3-2に、切土法面勾配の採用率を図6.3-

1に示す。 

 

表6.3-1 ＜参考資料＞切土法面の崩壊および斜面崩壊の分類 
【出典「道路土工 のり面工・斜面安定工指針」（社）日本道路協会 p.20～22】 
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表6.3-2 ＜参考資料＞切土に対する標準のり面勾配 
【出典「道路土工 のり面工・斜面安定工指針」（社）日本道路協会 p.136】 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 (軟岩)                                （硬岩） 

 

図6.3-1 ＜参考資料＞地質毎ののり面勾配採用率（軟岩・硬岩） 
【出典「道路土工 のり面工・斜面安定工指針」（社）日本道路協会 p.466,467】 

 

 

 

 

 

 

切　土　高 勾　　配

硬　　　岩 1 : 0.3 ～ 1 : 0.8

軟　　　岩 1 : 0.5 ～ 1 : 1.2

砂
密実でない粒度分布の
悪いもの

   1 : 1.5 ～

5m以下 1 : 0.8 ～ 1 : 1.0

5～10m 1 : 1.0 ～ 1 : 1.2

5m以下 1 : 1.0 ～ 1 : 1.2

5～10m 1 : 1.2 ～ 1 : 1.5

10m以下 1 : 0.8 ～ 1 : 1.0

10～15m 1 : 1.0 ～ 1 : 1.2

10m以下 1 : 1.0 ～ 1 : 1.2

10～15m 1 : 1.2 ～ 1 : 1.5

粘　性　土 10m以下 1 : 0.8 ～ 1 : 1.2

5m以下 1 : 1.0 ～ 1 : 1.2

5～10m 1 : 1.2 ～ 1 : 1.5

地　　山　　の　　土　　質

砂　質　土

密実なもの

密実でないもの

砂利または岩塊
混じり砂質土

密実なもの，または粒
度分布の良いもの

密実でないもの，または
粒度分布の悪いもの

岩塊または玉石
混じりの粘性土

古第三紀層－風化部 

［w2-Tr］ 

古第三紀層 

［Tr］ 

古第三紀層－強風化部 

［w1-Tr］ 

崩積土 

［dt］ 
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［切土法面（ボーリングNo.3地点）］ 

①切土面の状態 ：岩盤－古第三紀層－風化部［w2-Tr］（N値50以上）D～CL級岩盤 

 ：岩盤－古第三紀層［Tr］（N値50以上）CL～CM級岩盤 

②想定崩壊形態 ：B②～③、C②（表6.3-1参照） 

③標準法面勾配 ：古第三紀層－風化部［w2-Tr］1:0.5～1:1.2（軟岩） 

（表6.3-2参照） ：古第三紀層［Tr］1:0.5～1:1.2（軟岩） 

④割れ目の状態 

 

：層理面（割れ目）は切土法面に対し「流れ盤」となる。 

（見掛け傾斜15.3°程度） 

⑤地下水の状態 ：地下水位は深度GL-14.40m（標高76.28m）付近に分布。 

 

・崩積土［dt］（土砂）：下部より 4 段目の法面に出現すると想定されるが、極薄層であ

り、法面工の表面処理（ラウンド）部に当たるため、法面検討の対象外と判断する。 

・古第三紀層－強風化部［w1-Tr］（土砂）：下部より4段目の法面に出現すると想定。 

・古第三紀層－風化部［w2-Tr］（軟岩）：下部より3～4段目の法面に出現すると想定。 

・古第三紀層［Tr］（軟岩）：下部より1～3段目の法面に出現すると想定。 

 

岩盤の割れ目は、層理面と平行もしくは直交となるものが多く、現地にて測定した岩盤

の走向傾斜によると、切土法面に対し「流れ盤」となる。流れ盤における割れ目と法面の関

係について図 6.3-2 に示すが、法面勾配は原則として、図中(a)のように割れ目の傾斜角

(α’)と同じかそれよりも緩い勾配とすることが望ましい。 

 

図6.3-2 ＜参考資料＞流れ盤における割れ目と法面の関係 
【出典「道路土工 のり面工・斜面安定工指針」（社）日本道路協会 p.143】 

 

ただし、切土法面に対しては緩勾配（見掛け傾斜15.3°程度）となり、図6.3-2中(b)の

ように見掛け傾斜が30°以下となるような緩い傾斜の流れ盤の場合は、必ずしも1:1.8よ

り緩勾配でなければ不安定というわけでなく、他の要因（例えば割れ目の発達程度等）に

よって法面勾配を決定してよいとされている。以上のことから、法面勾配は 1:0.8を提案

する。 
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6－4. 設計・施工上の留意点 
 



 

6.4 設計・施工上の留意点 

切土計画部については、侵食対策として適切な法面保護工の選定および排水工の配置が

重要である。法面保護工は、雨水に対する侵食防止ならびに風化防止を目的とし、対策工

の採用にあたっては周辺環境との調和についても考慮する必要があるため、「植生工」の採

用が望ましいが、安定勾配の確保が必要となる。よって、他工法による対策を含め、施工

性・経済性等を十分比較検討のうえ決定する必要がある。また、地下水位が切土部に出現

することが予想されるため、施工時の排水計画については留意すべきである。 

  設計・施工時の土工区分については、表6.4-1を参考に下記のとおり提案する。 

 

表6.4-1 ＜参考資料＞土及び岩の分類表 
    【出典「土木工事共通仕様書 第1編 共通編 第2章 土工」九州地方整備局 p.26】 

 
 

崩積土［dt］ 土砂 

(礫混じり土) 古第三紀層－強風化部［w1-Tr］ 

古第三紀層－風化部［w2-Tr］ 
軟岩 

古第三紀層［Tr］ 
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【 設 計 編 】 
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1. 設計実施方針



1－1. 業務内容及び数量 



 

1.設計実施方針 

1－1 業務内容及び数量 

1.概算工事費   敷地Ａ                 1.0箇所 

2.概算工事費   敷地Ｂ                 1.0箇所 

3.鳥瞰図作成   敷地Ａ                 1.0箇所 

4.鳥瞰図作成   敷地Ｂ                 1.0箇所 
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1－2. 設 計 概 要 

 
  



1－2 設計概要 

本業務は、測量成果及び地質調査の結果をもとに、新東工場新設工事に必要な造

成計画平面図・標準断面図等を作成し、数量計算書をもとに概算工事費の算出を行

った。また、発注者から提供された写真を使用し一箇所につき 2 枚、計画図をもと

に鳥瞰図（イメージ図）を作成する。 
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1－4. 敷 地 Ｂ 

 
 

  



 

切　土　高 勾　　配

硬　　　岩 1 : 0.3 ～ 1 : 0.8

軟　　　岩 1 : 0.5 ～ 1 : 1.2

砂
密実でない粒度分布の
悪いもの

   1 : 1.5 ～

5m以下 1 : 0.8 ～ 1 : 1.0

5～10m 1 : 1.0 ～ 1 : 1.2

5m以下 1 : 1.0 ～ 1 : 1.2

5～10m 1 : 1.2 ～ 1 : 1.5

10m以下 1 : 0.8 ～ 1 : 1.0

10～15m 1 : 1.0 ～ 1 : 1.2

10m以下 1 : 1.0 ～ 1 : 1.2

10～15m 1 : 1.2 ～ 1 : 1.5

粘　性　土 10m以下 1 : 0.8 ～ 1 : 1.2

5m以下 1 : 1.0 ～ 1 : 1.2

5～10m 1 : 1.2 ～ 1 : 1.5

地　　山　　の　　土　　質

砂　質　土

密実なもの

密実でないもの

砂利または岩塊
混じり砂質土

密実なもの，または粒
度分布の良いもの

密実でないもの，または
粒度分布の悪いもの

岩塊または玉石
混じりの粘性土

 

1－4 敷地Ｂ 

敷地Ｂでは、測量成果及び地質調査の結果をもとに、造成計画平面図・標準断面

図等を作成した。 

 

設計条件 

敷地造成面積 8,000㎡ 0.8ha（100ｍ×80ｍ） 

※計画では敷地外周を含むと10,400㎡程度になる。 

敷地計画高  EL=66.0ｍ（0.5％勾配）平均高EL=66.45ｍ 

 

擁壁の構造形式の選定 

計画断面図では、平均高3ｍ程度になる造成面積等を考慮して擁壁の形式の 

選定を行い、プレキャストＬ型擁壁を選定した。 

 

切土法面の勾配 

地質調査の結果、表層1ｍ程度が土砂で下層は軟岩である。よって、軟岩の

標準のり面勾配より1：0.8を採用する。 

 

出典：道路土工 切土工・斜面安定工指針 日本道路協会 

切土小段 

切土の小段は原則として5～10ｍの間隔で設けるものとして、7ｍを標準とす

る。また、小段の幅は1.5ｍ（軟岩及び土砂）を標準とする。 

小段の横断勾配はのり尻方向に向かって5～10％程度付けるのが普通である。 

出典：土木工事設計要領 第Ⅲ編 道路編 九州地方整備局 

 

上記、基準を参考に7ｍ間隔・1.5ｍ幅・5％勾配で計画する。 

 

のり面保護工 

植物または構造物でのり面を被覆し、のり面の安定の確保と、自然環境の保

全や修景を行うことを目的として、植生基材吹付工を計画する。 
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1－5. 数 量 計 算 



1－5 数量計算 

造成計画平面図・標準断面図等をもとに、『土木工事算出要領（案）国土交通省』

に示す方法により、工種別、区間別に取りまとめるものとする。 
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1－6. 概 算 工 事 費 



1－6 概算工事費 

数量計算の結果をもとに、概算工事費の算出を行う。 

『平成30年度版 土木工事 積算標準単価 建設物価調査会』及び 

『建設物価 土木コスト情報 建設物価調査会』を参考とした。 

概算工事費結果 

名 称 数 量 敷地Ａ 敷地Ｂ 

土工 掘削・盛土作業土工 1.0式 35,670,000 33,440,000 

残土処理 運搬費 1.0式 41,620,000 104,900,000 

残土処理 処分費 1.0式 94,690,000 265,730,000 

法面整形 1.0式 － 1,590,000 

擁壁工 補強土壁工 1.0式 333,000,000 － 

Ｌ型擁壁 1.0式 － 1,420,000 

法覆工 植生基材吹付 1.0式 － 11,250,000 

直接工事費 1.0式 504,980,000 418,330,000 
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1－7. 鳥瞰図（イメージ図） 
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1－8. 使用した主な図書及び基準 



1－8 使用した主な図書及び基準 

本業務では、以下に示す技術基準書などを参考に実施した。 

示方書・指針等 発行年月 編集又は発行者 

土木設計（測量、調査）業務等共通仕様書 平成29年 4月 長崎県土木部 

土木工事設計要領（第Ⅰ編 共通編） 平成23年7月 九州地方整備局 

土木工事設計要領（第Ⅲ編 道路編） 平成28年4月 九州地方整備局 

土木工事数量算出要領（案） 平成29年4月 国土交通省 

道路土工要網 平成21年度版 日本道路協会 

道路土工－切土・斜面安定工指針 平成21年度版 日本道路協会 

道路土工－擁壁工指針 平成24年7月 日本道路協会 

補強土（テールアルメ）壁工法 設計・施

工マニュアル  

平成26年8月 土木研究センター 

のり面保護工施工管理技術テキスト 平成19年5月 全国特定法面保護協会 
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1－9. 成 果 品 



1－9 成 果 品 

成果品は、特記仕様書等に基づいて作成し、成果を以下に取りまとめた。 

1  報 告 書 （A4版）       1部 

（1）数量計算書 

（2）概算工事費算出 

（3）造成計画平面図、標準断面図 

（4）鳥瞰図（イメージ図） 

2 電子納品 （CD-R）         1部 

（1）文 書 ― PDF形式・Word形式 

（2）図 面 ― SFC形式 

（3）数量表 ― Excel形式 
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３. 敷地Ｂ 計画図面 

 



長崎市 土木部 土木建設課

業 務 名

図 面 名

縮 尺

設 計 年 月 日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

履行場所

図面番号

平成30年度

長崎市 戸石町 地内

新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

敷 地 Ｂ  平 面 図

長崎市農業センター

80

70

75

85

90

80

70

75

85

75

80

70

85

70

75

80

70

75

80

70

75

80

75

80

85

90

90

90

70

75

65

70

65

70

64.45

64.95

67.47

67.25

67.4067.32

67.27

64.77 64.65

64.43

64.40

64.58

67.12

72.71

66.48

65.01
65.44

65.59

65.58

62.11 62.17

68.23

68.44

62.18

74.85

62.26

61.98

62.16

62.03

61.83

62.01

57.64

60.83

61.69

74.65

75.30

68.08

71.27

63.18

63.97

63.38

80.6881.49

81.59

67.17

67.16
67.25

67.36

67.45

67.40

66.60

65.84

63.40

63.51

64.34

64.54

67.36

64.69

64.40

65.08

65.29

67.57

66.84

84.95

68.16

67.78

67.74

67.81

68.03

70.98

73.97

68.00

68.16

67.81

68.07

66.07

66.45

KBM
H=63.105m

T9

T7

T6

T5

T4

T3

T2

T1

X=-2
5550

X=-2
5400

Y=43900

X=-2
5500

X=-2
5450

X=-2
5400

Y=43900

Y=43950

Y=44000

Y=44050

X=-2
5500

X=-2
5450

Y=44150

Y=43950

Y=44000

Y=44050

Y=44100

U-240

U-240

U-240

U-240

U-3
00

照明

NO.6

NO.5

NO.4

NO.3

NO.1

NO.0

62.95

66.98

66.48

63.42

65.71

65.78

63.51

64.89

63.47

64.54

65.60

63.94

65.25

63.86

64.44

64.57

64.38

63.3863.38 63.43

64.42
64.72

64.82

65.32

65.00
64.96

64.48

63.34

64.34

69.49

69.25

81.46

80.96
77.80

77.97 77.10

77.50

66.34

65.72

65.61

62.21

66.14

65.66

68.85

70.60

66.44

65.57

61.96

62.01

67.92

74.97

78.45

80.58

81.27

81.3281.42

81.42

81.47

81.58
81.29

85.23

88.96

85.36

84.43

85.04

85.05

65.69

65.49

63
.4
4

63.17

57.15

57.57

57.53 58
.4
4

58.50
58.5457.96

61.49

61.87

61.54

62.25

61.98

62.01

62.07

62.24

57
.2
1

56.96

57.30
57.37

57.86

57.40

59.04

58.86

60.44

61.
33

62.00

67.43

67.42

67.12

66.89

63.06

63.20

62.84

64.16

64.86

65.79

IHGFEDCBA

HGFEDCBA

NO.6

NO.5

NO.4

NO.3

NO.2

NO.1

NO.0
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Ｌ型擁壁 L=25.0m 平均高さH=3.0m

0 5 10 15 20 25 30

S=1:200
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凡　例

盛土部

土工数量

盛土

残土処理

軟岩

掘削 土砂

軟岩
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3

3

3

3

3
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新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設 計 年 月 日

縮 尺

図 面 名

業 務 名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

敷地Ｂ 標準断面図

DL=65.00

Ｂ

Ｃ

Ｄ
Ｅ

Ｆ

Ｈ

Ｉ

As

DL=65.00

土砂

軟岩

土砂

土砂

NO.2

1:
0.
8

0.5%

5.0%

1.501
:0
.8

5.0%

1.501
:0
.8

5.0%

1.50

1:
0.
8

12.40 100.00

8.
9

8.
9

8.
9

▽66.03
▽66.10

▽66.60

▽73.60

▽80.675

▽87.75

2.
4

1.5

DL=70.00

0.5%

NO.0

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.5

NO.6

DL=70.00

土砂

土砂

F

80.00020.96

▽66.35 ▽66.45
▽66.85

Co Co

As

敷地Ｂ　標準断面図

S=1:200

Ｌ型擁壁工

植生基材吹付工

土砂

D

CL

4.00

0.45
0.00 0 20406080100

RQD

 Bor.No.1
 GH=66.45 m
 Dep = 4.00 m

0 1020304050
N値

50/4

50/3

50/3

50/3

60

36

36

51

Ａ Ａ+10

Ｇ

0 20406080100
RQD

 Bor.No.3
 GH=90.68 m
 Dep = 28.00 m

0 1020304050
N値

28.00

0.25

4.80

8.50

CL

CL

CL

D

～

CM

～

50

43

40

30

65

51

91

36

50

64

69

88

90

84

15

38

44

43

65

48

73

45

81

85

44

84

76

79

50/4

50/2

50/1

50/3

50/4

50/2

50/3

50/2

50/2

50/2

0.00

13葉之内2
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新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設 計 年 月 日

縮 尺

図 面 名

業 務 名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

（NO.0、NO.1）

0 10 20 30 40

S=1:200

敷地Ｂ　横断図（１）

敷地Ｂ 横断図（１）

DL=65.00

DL=65.00DL=65.00

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

Ｆ

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ｇ

Ｈ

Ｉ
DL=65.00

1:
0.
8

NO.0

NO.1

2.5～4.0m

～2.5m

盛　土

－

－

4m以上

掘　削

オープン

軟　岩

土　砂

2.5～4.0m

～2.5m

盛　土

－

－

4m以上

掘　削

オープン

軟　岩

土　砂

土砂

土砂

軟岩土砂

土砂

114.4

－

1:
0.
8

5.0%

1.50

8.2%

0.5%

0.5%

－

－

10.0

▽66.50

▽73.50

8.
9

▽63.10

▽66.29
▽66.36

▽66.10

軟　岩

土　砂

6.
5

1052.9

15.4

80.00

14.64

軟岩

軟　岩

土　砂 －

－

－

Ａ+10

Ａ+10

20.0016.50

78.24

切土法面
整 形 工

切土法面
整 形 工

13葉之内3
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新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設 計 年 月 日

縮 尺

図 面 名

業 務 名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

DL=65.00

敷地Ｂ 横断図（２）

（NO.2、NO.3）

DL=65.00 DL=65.00

敷地Ｂ　横断図（２）

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ａ

As

As

DL=65.00

土砂

軟岩

土砂

軟岩

土砂

土砂

土砂

NO.3

NO.2
2.5～4.0m

～2.5m

盛　土

－

－

4m以上

掘　削

オープン

軟　岩

土　砂

－

軟　岩

土　砂

2.5～4.0m

～2.5m

盛　土

－

－

4m以上

掘　削

オープン

軟　岩

土　砂

－

軟　岩

土　砂

1:
0.
8

1:
0.
8

0.5%

0.5%

5.0%

1.501
:0
.8

5.0%

1.501
:0
.8

5.0%

1.50

5.0%

1.501
:0
.8

5.0%

1.501
:0
.8

5.0%

1.50

1:
0.
8

1:
0.
8

Ａ+10

12.40 100.00

8.
9

8.
9

8.
9

100.0014.40

▽66.12 ▽66.20 ▽66.70

▽80.775

▽87.85

8.
9

▽73.70

8.
9

8.
9

▽66.03
▽66.10

▽66.60

▽73.60

▽80.675

▽87.75

1.
4

2.
4

2.
4

1.5

29.1

1.5

2.4

28.1

2053.8

72.0

123.5

1556.9

切土法面
整 形 工

切土法面
整 形 工

土砂

Ａ Ａ+10

Ｇ

D

CL

4.00

0.45
0.00 0 20406080100

RQD

 Bor.No.1
 GH=66.45 m
 Dep = 4.00 m

0 1020304050
N値

50/4

50/3

50/3

50/3

60

36

36

51

0 20406080100
RQD

 Bor.No.3
 GH=90.68 m
 Dep = 28.00 m

0 1020304050
N値

28.00

0.25

4.80

8.50

CL

CL

CL

D

～

CM

～

50

43

40

30

65

51

91

36

50

64

69

88

90

84

15

38

44

43

65

48

73

45

81

85

44

84

76
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50/4

50/2

50/1

50/3

50/4

50/2

50/3

50/2

50/2

50/2

0.00
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新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設 計 年 月 日

縮 尺

図 面 名

業 務 名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

DL=65.00

DL=65.00 DL=65.00

DL=65.00

As

Co

As

敷地Ｂ 横断図（３）

敷地Ｂ　横断図（３）

（NO.4、NO.5）

0.5%

0.5%

Ａ

Ａ

Ｂ

Ｂ Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

1:
0.
8

土砂

土砂

土砂

土砂

軟岩

0.00

4.00

D

CL

～

CL

0 20406080100
RQD

01020304050
N値

60

70

82

50/9

50/4

50/3

50/3

 Bor.No.2
 GH=68.00 m
 Dep = 4.00 m

0.50
0.70

2.55

NO.5

NO.4

軟岩

2.5～4.0m

～2.5m

盛　土

－

－

4m以上

掘　削

オープン

軟　岩

土　砂

－

軟　岩

土　砂

5.0%

1.50

1:
0.
8

Ａ+10

Ａ+10

4.20 100.00

8.
9

2.
6

2.
7

▽66.28 ▽66.30 ▽66.80

▽73.80

▽66.39 ▽66.40
▽66.90

2.5～4.0m

～2.5m

盛　土

－

－

4m以上

掘　削

オープン

軟　岩

土　砂

軟　岩

土　砂

100.002.20 0.90

11.5

2.7

628.9

116.1

102.5

12.9

－

－

36.5

切土法面
整 形 工

切土法面
整 形 工

平均高さ H=3.00mL型擁壁 L=25.00m
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新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設 計 年 月 日

縮 尺

図 面 名

業 務 名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

DL=65.00 DL=65.00

敷地Ｂ 横断図（４）

敷地Ｂ　横断図（４）

（NO.6）

As
As

As

Co

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｆ ＧＥ

Ｈ

Ｉ

2.5～4.0m

～2.5m

盛　土

－

－

4m以上

掘　削

オープン

軟　岩

土　砂

NO.6

－

－

－

土砂

軟岩

13葉之内6
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新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設 計 年 月 日

縮 尺

図 面 名

業 務 名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

DL=65.00 DL=65.00

DL=65.00 DL=65.00

敷地Ｂ 横断図（５）

敷地Ｂ　横断図（５）

（Ａ、Ｂ）

0.5%

NO.0

NO.0

NO.1

NO.2 NO.3

NO.4 NO.5 NO.6

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.5

NO.6

0.5%

土砂

土砂

土砂

土砂

軟岩
土砂

軟岩

土砂

A

B

10.00

47.00

1:
0.
8

1:
0.
8

10.00

80.00 11.60

1.90

▽63.64

▽66.01
▽66.19

1:0.8

1:0.8

▽65.28
▽66.10

▽66.45 ▽66.51

As

As

CoCo

軟　岩

土　砂

－

切土法面
整 形 工

右左

軟　岩

土　砂 －切土法面
整 形 工

－

右左

0.66

1.
0

1.4

1.
8
1.
0

0.7

1.4 1.0

0.7 1.0

1.8
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新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設 計 年 月 日

縮 尺

図 面 名

業 務 名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

DL=65.00 DL=65.00

DL=65.00 DL=65.00

敷地Ｂ 横断図（６）

敷地Ｂ　横断図（６）

（Ｃ、Ｄ）

0.5%

0.5%

NO.0

NO.0

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.5

NO.6

NO.1

NO.2

NO.3
NO.4

NO.5

NO.6

土砂

土砂

土砂

土砂

土砂

土砂

軟岩

土砂

土砂

軟岩

D

C

7.59 80.00 10.10

6.87 80.00 12.50

▽66.12 ▽66.15
▽66.55 ▽66.61

▽66.21 ▽66.25

▽66.65 ▽66.70

As

Co
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新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設 計 年 月 日

縮 尺

図 面 名

業 務 名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

敷地Ｂ 横断図（７）

敷地Ｂ　横断図（７）

（Ｅ、Ｆ）

DL=70.00

DL=70.00

DL=70.00

0.5%

0.5%

NO.0

NO.0

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.5

NO.6

NO.6

NO.5NO.4

NO.3

NO.2

NO.1

DL=70.00

土砂

土砂

土砂

土砂

軟岩

土砂

F

E

19.55

80.00020.96

80.00 2.62

▽66.25 ▽66.35 ▽66.75

▽66.76

▽66.35 ▽66.45
▽66.85

土　砂

軟　岩
床　掘

土　砂

軟　岩

オープン

掘　削 －

L型擁壁工 数量表

埋戻し 1m未満

As

As

Co Co

CoCo

1.6

0.4

2.0

0.8
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新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設 計 年 月 日

縮 尺

図 面 名

業 務 名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

DL=65.00 DL=65.00

DL=65.00

敷地Ｂ 横断図（８）

敷地Ｂ　横断図（８）

（Ｇ、Ｈ）

NO.0

NO.0NO.0

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.5

NO.6

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.5

NO.6

DL=65.00

土砂土砂

土砂

土砂

軟岩

土砂

土砂

H

G

0.5%

軟岩

▽77.20 ▽77.30 ▽77.40 ▽77.50

59.161.27

As
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新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設 計 年 月 日

縮 尺

図 面 名

業 務 名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

敷地Ｂ 横断図（９）

敷地Ｂ　横断図（９）

（Ｉ）

DL=65.00

NO.0

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.5

NO.6

DL=65.00
土砂

土砂

軟岩

土砂

I
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新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設 計 年 月 日

縮 尺

図 面 名

業 務 名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

敷地Ｂ　植生基材吹付工 展開図

敷地Ｂ 植生基材吹付工 展開図

S
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S
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.0
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=0
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S=1:200

（右　側）（左　側）

Ａ+10 ＡＢＢ+10Ａ+10 Ｂ+10ＢＡ

10.0 10.0 10.0

0.8

5.710.02.97.18.11.96.5

進入 路部

7.512.5

6.010.010.03.2

S
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8
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=3
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3.
9

S
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=1
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S
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S
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9

S
L=
1.
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10.36.4

S
L=
1.
0

S
L
=5
.3S
L
=
8.
9

S
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S
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20.0

S
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S
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S
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S
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S
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Ｌ型擁壁工 標準断面図S=1:20

基礎コンクリート ｔ=100mm

敷モルタル ｔ=20mm

3
.
0
0
0

敷モルタル

Ｌ 型 擁 壁

名　 　称

2.370

100100 2.170

基 面 整 正

H=3.0m

1:3

規　　格 単 位

ｍ

ｍ3

ｍ

ｍ
2

ｍ2

ｍ2

t=20mm

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

基 礎 型 枠

σck=18N/mm2

基 礎 砕 石 t=150mm

数　量

再生砕石

数　量　表 10.0ｍ当り

10.0

2.0

23.7

23.7

0.434

基礎砕石 ｔ=150mm

3 2.37

新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設 計 年 月 日

縮 尺

図 面 名

業 務 名

長崎市 土木部 土木建設課

Ｅ

NO.5

敷地Ｂ Ｌ型擁壁工 展開図

DL=65.00 DL=65.00

敷地Ｂ　Ｌ型擁壁工 構造図

図　示

平均高さ H=3.00m

▽65.340

▽64.600

▽63.810

▽63.020

▽62.500

▽64.190

▽64.700

▽65.450

▽66.905
▽66.850

▽66.780

軟岩

Ｆ

土砂

0.5%

L型擁壁 L=25.000m

埋 戻 線

現 況 線
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５. 敷地Ｂ 数量計算書 

 



工　種 種　別 細　目 単 位 数　量

土　工

土　工 掘　削 オープン　土砂 ｍ
3 10,100

〃 オープン　軟岩 ｍ
3 106,100

盛　土 4.0ｍ以上 ｍ
3 140

作業土工 掘　削 オープン　土砂 ｍ
3 40

床　堀 土　砂 ｍ
3 50

〃 軟　岩 ｍ
3 20

埋 戻 し 土砂　1.0ｍ未満 ｍ
3 10

残土処理工 残土運搬 土砂運搬  5km ｍ
3 10,100

〃 軟岩運搬  5km ｍ
3 106,100

残土処分 土　砂 ｍ
3 10,100

〃 軟　岩 ｍ
3 106,100

法面整形工 切土法面整形 土　砂 ｍ
2 150

〃 軟　岩 ｍ
2 1,730

法 覆 工

植 生 工 植生基材吹付t=7cm、垂直高40ｍ以下ｍ
2 1,930

擁 壁 工

プレキャスト擁壁工 Ｌ型擁壁
H=3.0m

基礎砕石・均しｺﾝｸﾘｰﾄ有 ｍ 25

1,935.9

1,738.0

40.0

20.0

10.0

10,103.5

50.0

154.0

106,183.3

数　量　総　括　表
備　　考

10,187.3

106,163.3

146.4
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種      別 単位 数　　量 摘　　要

掘　　削 ｍ
3 10,100 10,187.3

〃 ｍ
3 106,100 106,163.3

盛　　土 ｍ
3 140 146.4

作 業 土 工

掘　　削 ｍ
3 40 40.0

床　　堀 ｍ
3 50 50.0

〃 ｍ
3 20 20.0

埋 戻 し ｍ
3 10 10.0

残土処理工 ｍ
3 10,100 10,103.5

〃 ｍ
3 106,100 106,183.3

〃 ｍ
3 10,100

〃 ｍ
3 106,100

法面整形工

切土法面整形 ｍ
2 150 154.0

　 〃 ｍ
2 1,730 1738.0

土　　砂

軟　　岩

オープン　土　砂

軟岩運搬  5km

土砂処分費

軟岩処分費

土　　砂

軟　　岩

1ｍ未満

土砂運搬  5km

土　工 数 量 集 計 表

規格・場所・項目

オープン　土　砂

オープン　軟　岩

4ｍ以上
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敷地 Ｂ

断面積 平均断面積 立  積 断面積平均断面積 立  積

NO.0 0.0 10.0

NO.1 20.00 114.4 57.2 1,144.0 1052.9 531.5 10,630.0

NO.2 20.00 72.0 93.2 1,864.0 2053.8 1553.4 31,068.0

NO.3 20.00 123.5 97.8 1,956.0 1556.9 1805.4 36,108.0

NO.4 20.00 116.1 119.8 2,396.0 628.9 1092.9 21,858.0

NO.5 20.00 102.5 109.3 2,186.0 12.9 320.9 6,418.0

NO.5+12.5 12.50 0.0 51.3 641.3 0.0 6.5 81.3

合　　計 112.50 10,187.3 106,163.3

測　点 単 距 離
オープン掘削　　土　砂 オープン掘削　　軟　岩

土 量 数 量 計 算 書
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敷地 Ｂ

断面積 平均断面積 立  積 断面積平均断面積 立  積

NO.0 0.0

NO.1 20.00 0.0 0.0 0.00.0 0.0

NO.2 20.00 0.0 0.0 0.00.0 0.0

NO.3 20.00 0.0 0.0 0.00.0 0.0

NO.4 20.00 0.0 0.0 0.00.0 0.0

NO.4+12 12.00 0.0 0.0 0.00.0 0.0

NO.5 8.00 36.5 18.3 146.40.0 0.0

合　　計 100.00 146.4

土 量 数 量 計 算 書

測　点 単 距 離
盛　　土　　4ｍ以上
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1.0箇所当り(25.0m)

工　 種 数　量 単位

オープン掘削 1.6×25.0 = 40.0 40.0 ｍ
3

土砂

床　　掘 2.0×25.0 = 50.0 50.0 ｍ
3

土 砂

床　　掘 0.8×25.0 = 20.0 20.0 ｍ
3

軟 岩

埋 戻 し 0.4×25.0 = 10.0 10.0 ｍ
3

1ｍ未満

作　業　土　工

Ｌ型擁壁工

略　　　　　　　　　　図

算　　　　　　　　　　式

土　砂

軟　岩
床　掘

土　砂

軟　岩

オープン

掘　削 －

L型擁壁工 数量表

埋戻し 1m未満

1.6

0.4

2.0

0.8
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残土処理工

土工集計 数　量 単位 備　　考

土　砂 オープン掘削 10,187.3ｍ
3

オープン掘削（Ｌ型擁壁工） 40.0ｍ
3

作業土工　　床　掘 50.0ｍ
3

合　計 10,277.3ｍ
3

軟　岩 オープン掘削 106,163.3ｍ
3

作業土工　　床　掘 20.0ｍ
3

合　計 106,183.3ｍ
3

盛　土 4.0ｍ以上 146.4ｍ
3

埋戻し 1.0ｍ未満 10.0ｍ
3

合　計 156.4ｍ
3

残土集計

土　砂 10277.3 - 156.4 / 0.9 10,103.5ｍ
3

軟　岩 106,183.3ｍ
3
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敷地 Ｂ 法面整形工

法　長 平均法長 面　積 法　長 平均法長 面　積

NO.0 0.0 0.0

NO.1 20.00 0.0 0.0 0.0 15.4 7.7 154.0

NO.2 20.00 1.5 0.8 16.0 29.1 22.3 446.0

NO.3 20.00 2.4 2.0 40.0 28.1 28.6 572.0

NO.4 20.00 2.7 2.6 52.0 11.5 19.8 396.0

NO.5 20.00 0.0 1.4 28.0 0.0 5.8 116.0

NO.6 20.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0

合　計 136.0 1,684.0

進入路部（左）

Ａ 0.7 0.0

Ｂ 20.00 0.0 0.4 8.0 1.4 0.7 14.0

Ｂ＋10 10.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.7 7.0

合　計 8.0 21.0

進入路部（右）

Ａ 1.0 1.8

Ｂ 20.00 0.0 0.5 10.0 1.0 1.4 28.0

Ｂ＋10 10.00 0.0 0.0 0.0 0.0 0.5 5.0

合　計 10.0 33.0

合　　計 154.0 1,738.0

土 工 数 量 計 算 書

測　点 単 距 離
切土法面整形工　土 砂 切土法面整形工　軟 岩

設-66



単位 数　　量 摘　　要

ｍ
2 1,930 1,935.9

種      別

植　生　工

植生基材吹付

法 覆 工 数 量 集 計 表

規格・場所・項目

t=7cm　垂直高40ｍ以下
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敷地 Ｂ 植生工

法　長 平均法長 面　積 法　長 平均法長 面　積

NO.0+3.9 1.0

NO.0+12.4 8.50 9.9 5.5 46.8

〃 0.00 8.9 9.4 0.0

NO.1 7.60 8.9 8.9 67.6

NO.2 20.00 8.9 8.9 178.0

NO.3 20.00 8.9 8.9 178.0

NO.4 20.00 8.9 8.9 178.0

NO.4+9.6 9.60 8.9 8.9 85.4

〃 0.00 9.9 9.4 0.0

NO.4+19.5 9.90 1.0 5.5 54.5

計 788.3

NO.0+13.6 1.0

NO.1 6.40 6.5 3.8 24.3

NO.1+3.8 3.80 9.9 8.2 31.2

〃 0.00 8.9 9.4 0.0

NO.2 16.20 8.9 8.9 144.2

NO.3 20.00 8.9 8.9 178.0

NO.3+12.5 12.50 8.9 8.9 111.3

〃 0.00 9.9 9.4 0.0

NO.4 7.50 5.3 7.6 57.0

NO.4+10.3 10.30 1.0 3.2 33.0

計 579.0

小　　計 1,367.3

2段目

法 覆 工 数 量 計 算 書

測　点 単 距 離
植生基材吹付工

1段目
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敷地 Ｂ 植生工

法　長 平均法長 面　積 法　長 平均法長 面　積

NO.1+5.0 1.0

NO.1+16.4 11.40 9.9 5.5 62.7

〃 0.00 8.9 9.4 0.0

NO.2 3.60 8.9 8.9 32.0

NO.3 20.00 8.9 8.9 178.0

NO.3+5.2 5.20 8.9 8.9 46.3

〃 0.00 9.9 9.4 0.0

NO.3+14.3 9.10 1.0 5.5 50.1

計 369.1

NO.1+16.8 1.0

NO.2 3.20 3.9 2.5 8.0

NO.2+10 10.00 5.8 4.9 49.0

NO.3 10.00 3.8 4.8 48.0

NO.3+6.0 6.00 1.0 2.4 14.4

計 119.4

進入路部（左）

Ａ-6.5 0.0

Ａ 6.50 0.7 0.4 2.6

Ａ+1.9 1.90 2.2 1.5 2.9

Ａ+10.0 8.101.2 1.7 13.8

Ａ+17.1 7.10 0.0 0.6 4.3

Ｂ 2.90 1.4 0.7 2.0

Ｂ+10 10.00 0.0 0.7 7.0

進入路部（右）

Ａ-6.5 0.0

Ａ-0.8 5.70 3.1 1.6 9.1

Ａ 0.80 2.8 3.0 2.4

Ａ+10.0 10.00 1.2 2.0 20.0

Ｂ 10.00 1.0 1.1 11.0

Ｂ+10 10.00 0.0 0.5 5.0

計 80.1

小　　計 568.6

合　　計 1,935.9

3段目

4段目

法 覆 工 数 量 計 算 書

測　点 単 距 離
植生基材吹付工
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単位 数　　量 摘　　要

ｍ 25.0

種      別

プレキャスト擁壁工

Ｌ型擁壁

擁 壁 工 数 量 集 計 表

規格・場所・項目

H=3.0ｍ
基礎砕石・均しｺﾝｸﾘｰﾄ有
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擁　壁　工

10.0ｍ当り

名　称 規　格 数　量 単位 備　　考

Ｌ型擁壁 H=3.0m 10.0 ｍ

敷モルタル 1：3 2.17×0.02×10.0 0.434ｍ
3

基礎コンクリート 18N/mm2 2.37×0.1×10.0 2.37ｍ
3

基礎型枠 0.1×2.0×10.0 2.0ｍ
2

基礎砕石
再生砕石
t=15cm

2.37×10.0 23.7ｍ
2

基面整正 2.37×10.0 23.7ｍ
2

略 図

計　算　式

Ｅ

▽65.340
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▽66.850
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L型擁壁 L=25.000m 平均高さ H=3.00m

0.5%

埋 戻 線

現 況 線

土砂

軟岩

3
.
0
0
0

2.170
2.370

100100

敷モルタル ｔ=20mm
基礎コンクリート ｔ=100mm

基礎砕石 ｔ=150mm
敷モルタル

Ｌ 型 擁 壁

名 称

基 面 整 正

H=3.0m

1:3

規　　格 単 位

ｍ

ｍ3

ｍ

ｍ
2

ｍ2

ｍ2

t=20mm

基礎ｺﾝｸﾘｰﾄ

基 礎 型 枠

σck=18N/mm2

基 礎 砕 石 t=150mm

数　量

再生砕石

数　量　表 10.0ｍ当り

10.0

2.0

23.7

23.7

0.434
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新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

葉之内図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設計年月日

縮尺

図面名

業務名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

（NO.0、NO.1）

0 10 20 30 40

S=1:200

敷地Ｂ　横断図（１）

敷地Ｂ 横断図（１）

NO.0
GH=65.05
FH=

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ

Ｆ

Ａ

Ｂ

Ｃ
Ｄ

Ｅ

Ｇ

Ｈ

Ｉ
DL=65.00

GH=64.34

NO.1

FH=66.00

DL=65.00

DL=65.00

DL=65.00

土砂 軟岩

土砂軟岩土砂

土砂

土　工　区　分　図（測線No.0，測線No.1）S=1:400

1:
0.
8

5.0%

0.5%

0.5%

1:
0.
8

8.2%



新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

葉之内図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設計年月日

縮尺

図面名

業務名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

DL=65.00

敷地Ｂ 横断図（２）

（NO.2、NO.3）

DL=65.00 DL=65.00

敷地Ｂ　横断図（２）

Ａ

Ｂ

Ｂ

Ｃ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｅ

Ｆ

Ｆ

Ｇ

Ｇ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

Ｉ

Ａ
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GH=67.02

NO.3
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DL=65.00
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FH=66.10

土砂

軟岩
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軟岩

土砂

土砂

土砂

土砂

土砂

0.00

4.00

D

CL

0 20406080100
RQD

01020304050
N値

36

51

60

36

50/4

50/3

50/3

50/3

 Bor.No.1
 GH=66.45 m
 Dep = 4.00 m

0.45
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 Bor.No.3
 GH=90.68 m
 Dep = 28.00 m

0.25
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1:
0.
8

1:
0.
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0.5%

0.5%

5.0%

1:
0.
8

5.0%

1:
0.
8

5.0%

5.0%

1:
0.
8

5.0%

1:
0.
8

5.0%

1:
0.
8

1:
0.
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新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

葉之内図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設計年月日

縮尺

図面名

業務名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

As

Co

As

NO.5
GH=61.32
FH=

敷地Ｂ 横断図（３）

敷地Ｂ　横断図（３）

（NO.4、NO.5）
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Ｈ
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DL=65.00

軟岩

土砂

軟岩

0.00

4.00

D

CL

～

CL

0 20406080100
RQD

01020304050
N値

60

70

82

50/9

50/4

50/3

50/3

 Bor.No.2
 GH=68.00 m
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土　工　区　分　図（測線No.4，測線No.5）S=1:400

0.5%

0.5%

1:
0.
8

5.0%

1:
0.
8



新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

葉之内図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設計年月日

縮尺

図面名

業務名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

敷地Ｂ 横断図（４）

敷地Ｂ　横断図（４）

（NO.6）
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FH=
GH=60.88
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土砂

軟岩

土　工　区　分　図（測線No.6）S=1:400



新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

葉之内図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設計年月日

縮尺

図面名

業務名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

DL=65.00 DL=65.00

DL=65.00 DL=65.00

敷地Ｂ 横断図（５）

敷地Ｂ　横断図（５）

（Ａ、Ｂ）
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Co

Co

As

A
GH=65.05
FH=

NO.0

NO.0

NO.1

NO.2 NO.3

NO.4 NO.5 NO.6
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NO.2

NO.3

NO.4

NO.5
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FH=
GH=67.42

B

8.331
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11.100

土砂
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土砂
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 GH=66.45 m
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0.45

0.00

4.00

D

CL

～

CL

0 20406080100
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60
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 GH=68.00 m
 Dep = 4.00 m

0.50
0.70

2.55

土砂
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土砂

土砂

土　工　区　分　図（測線No.A，測線No.B）S=1:400

0.5%

0.5%

1:
0.
8

1:
0.
8

1:0.8

1:0.8



新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

葉之内図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設計年月日

縮尺

図面名

業務名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

DL=65.00 DL=65.00

DL=65.00 DL=65.00

敷地Ｂ 横断図（６）

敷地Ｂ　横断図（６）

（Ｃ、Ｄ）

As

Co

NO.0

NO.0

NO.1

NO.2

NO.3

NO.4

NO.5

NO.6

NO.1

NO.2

NO.3
NO.4

NO.5

NO.6

FH=
GH=67.19
D

FH=
GH=67.31

C

土砂

軟岩

土砂

軟岩

土砂

土砂

土砂

土砂

土砂

土砂

土　工　区　分　図（測線No.C，測線No.D）S=1:400

0.5%

0.5%



新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

葉之内図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設計年月日

縮尺

図面名

業務名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

敷地Ｂ 横断図（７）

敷地Ｂ　横断図（７）

（Ｅ、Ｆ）

DL=70.00

DL=70.00

DL=70.00
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Co
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CoCo

E
GH=65.29
FH=
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NO.0
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FH=
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F

土砂

軟岩

土砂

軟岩

土砂

土砂

土砂

土砂

土　工　区　分　図（測線No.E，測線No.F）S=1:400

0.5%

0.5%



新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

葉之内図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設計年月日

縮尺

図面名

業務名

長崎市 土木部 土木建設課

S=1:200

0 10 20 30 40

S=1:200

As

DL=65.00 DL=65.00

DL=65.00

G
GH=64.94
FH=

敷地Ｂ 横断図（８）

敷地Ｂ　横断図（８）
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新東工場建設候補地測量設計地質調査業務委託

長崎市 戸石町 地内

平成30年度

葉之内図面番号

履行場所

平成　年　月　日

平成　年　月　日

平成　年　月　日

第  　回変更年月日

第  　回変更年月日

設計年月日

縮尺

図面名

業務名

長崎市 土木部 土木建設課
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